
人間の健康と環境
調和社会の実現へ
の要請

化学と生物学の２つの専門分野の連携を強化
し、先進的技術を共創する研究体制

健康と環境に対応す
る技術の更なる発展
への要請

人間と自然環境の共通の
基礎を成す化学と生物学
の高度な知識と技術を有
する人材の必要性

 人や環境生物に優しい環
境浄化技術

 脱炭素化・クリーンエネ
ルギーの創出

 高齢者の健康生活
 バイオ医薬を身近なもの

に

 化学と生物学を総合
した専門性

 高度な化学計測と生
物学的分析技術に基
づく研究力

 国際社会への対応力
を有する人材を養成
する教育体制

豊富な分野横
断型専門科目
の提供

分子レベルの
物質分析技術
を習得する実
験・実習

学術英語を身
につけ英語論
文を読む力を
養う

応用化学生物学科
化学と生物学の総合力を持つ人材育成と、先端のバイオテクノロジーや緻密な有機合成
技術及び高度な応用化学技術により、人間の健康と環境調和社会の実現に貢献

生物学

グリーン・環境

健康

薬剤作用機序解明

バイオテクノロジー

蓄電材料開発

高分子医療材料開発 細胞老化の
医科学研究

水素の製造利用技術開発

バイオ環境浄化

医薬品合成

環境浄化触媒

人間の健康と
環境調和社会の実現

応用化学
細胞利用物質生産

有機・
高分子化学
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環境数物科学科

脱炭素社会、自然共生社
会、気候変動適応社会、
デジタル社会の到来

数理科学、地球科学、材料物性学、エレクト
ロニクス等の諸分野を連携させて環境科学に
学際的にアプローチする研究体制

• 環境数物科学の実現
• 地球環境の多角的な理解
• 環境負荷低減の推進

• データ駆動型サイエ
ンスの推進とグロー
バル化

 シミュレーション・モデリング
手法の広がり

 量子情報科学の台頭
 データサイエンス

 高い専門性と幅広い
学際知識と共創する
能力

 プログラミング能力
とデータ解析能力の
養成

 グローバル化対応力
を有する人材を養成
する教育体制

豊富な分野横
断型専門科目
の提供

プログラミン
グ実習による
ICT活用法の
涵養

英語で実施す
る科目による
科学英語教育

気候変動などを地学・数学の知識を用いたモデル化とデータ解析能力を持つ人材育成、半導体・情報通信関連機
器の環境負荷低減に取り組む能力を備えた人材育成により、環境問題などの社会の諸課題の解決に貢献

数理科学・地球環境学

機能デバイス物理

多変量解析と推計統計

微分方程式とシミュレーション

幾何学とその応用

地球環境の保全

地球システムの数理モデル

量子情報技術と量子デバイス

代数学とその応用

環境適合･調和型材料

機械学習の活用

地球環境の理解と
環境負荷低減の実践 低環境負荷･

環境計測材料

機能材料の物性評価

振動や光を利用する
環境発電デバイス

低消費電力集積デバイス

高機能発光素子･光デバイス

デバイスの機能･性能評価

 環境配慮マテリアル
 エレクトロニクスによるDX推進

データサイエンスとプログラミング

離散数学とその応用
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社会システム工学科

社会の持続的な
発展への強い要請

これまでの専門分野を融合し、分野間
連携を強化することで、先進的な技術
開発を実現する研究体制

環境対応技術の飛
躍的進歩への期待

環境対応技術の進歩とそ
の社会実装を、国際社会
から地域において、実現
できる人材の必要性

 社会の持続的発展の必
要性を理解し，その実
現に向けた創造的な技
術開発への挑戦

 秋田大学の強みを活か
した地場産業強化によ
る地域貢献

 高い専門性と豊富な
学際知識

 高い技術実践能力
 グローバル化対応力

を有する人材を養成
する教育体制

豊富な分野横
断型専門科目
の提供

PBL教育及び
実験・実習の
充実

国際的な技術
開発に対応す
る英語教育

モビリティ

電気システム 社会基盤

社会インフラ整備

国土強靭化

高性能
モーター

電気自動車

再エネの大規模導入

大容量蓄電池

軽量・高強度金属材料

炭素繊維複合材料
航空機電動化

先進交通
システム

自動運転

電磁環境浄化

洋上風力発電

持続可能な地球環境と
社会システムの構築

秋田県沖の海洋再生可能エネルギー
発電設備整備促進区域への指定

実学を尊重した人材育成と、社会から要請される先進的な技術開発により、持続可能な
地球環境と社会システムの構築に貢献
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学科共通科目

環境安全科学Ⅰ 環境安全科学Ⅱ

総合環境理工学部 応用化学生物学科 生物学コース カリキュラムマップ

ディプロマ・ポリシー（DP） カリキュラム・ポリシー（CP）

・理工学に関する幅広い基礎知識・技能
・各学科の分野における専門知識・技能
・グリーン社会実現に向けた先端科学技術に関する知識
・専門分野にデジタル技術を活用できる基礎知識・技能

CP1   数学や理科などの理工学基礎を確実に理解させる教育を行います。

・異分野の研究者・技術者と相互理解し共創できる学際的視野
・社会の要求に応えるためのデザイン能力とプロポーザル能力
・論理的な記述力，表現力，コミュニケーション能力
・英語の活用能力と異文化に対する理解・対話力

・主体的かつ継続的に学習する態度
・地域の諸課題を自ら発見し，柔軟で総合的な視点で課題に取り組む態度
・科学技術が自然と社会に及ぼす影響と効果を理解し，強い責任感と高い

倫理観を持って行動する態度

＜知識
・理解＞

＜汎用的
技能＞

＜態度
・志向性＞

CP5   分野横断教育を強化し，専門性の異なる他者と共創できる能力を育む教育を行います。

CP9   アクティブラーニングやPBLを通じて，学生が主体的かつ継続的に学習できる能力を育成します。

CP2   応用力や創造性を重視した専門教育を行います。

CP3   地球規模の環境問題を科学技術の観点から考察できる専門教育を行います。

CP4   数理・データサイエンス・AIに関する知識や技術等を身に付け，専門分野に活用できる教育を行います。

CP8   日常及び専門分野における英語活用能力を高める教育と学生が留学しやすい制度の整備を行います。

CP6   専門的な実験，実習，演習科目を通じた，自らの力で課題を発見し，その解決法を提案できる能力を育成します。

CP11 社会における科学技術の役割，科学技術者の責任と倫理を理解させる教育を行います。

CP10 地域の自然，社会，環境，産業，文化など教養を深める教育を行います。

CP7 個人及びグループで行う実験と実習，報告書作成やプレゼンテーションの実施により，科学技術実践能力を育成します。

１年

1Q

教養教育科目

専門教育科目

2Q 3Q 4Q

2年 3年 4年

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

基礎教育科目

主題別科目・スポーツ文化科目

国際言語科目

初年次ゼミ（CP9, 11）

基礎微分
積分学Ⅰ

基礎微分
積分学Ⅱ

基礎微分
積分学Ⅲ

基礎微分
積分学Ⅳ

基礎力学Ⅰ 基礎力学Ⅱ

基礎化学Ⅰ 基礎化学Ⅱ 基礎化学Ⅲ 基礎化学Ⅳ

基礎情報学 基礎AI学

基礎生物学実験

応用化学生物
学概論Ⅰ

応用化学生物
学概論Ⅱ

2年3Q以降コース配属

総合環境理工学セミナー
（CP3, 6, 7, 9, 11）

無機材料科学Ⅰ 無機材料科学Ⅱ

電気化学Ⅱ電気化学Ⅰ

学部共通データサイエンス系科目（CP4）

データサイエンス 機械学習

大学英語Ⅱ大学英語Ⅰ 大学英語Ⅲ

英語Certificate

他

スポーツ実技Ⅰ スポーツ理論Ⅱ

秋田の自然
と文化

医学と健康Ⅰ現代社会と
政治Ⅰ

現代社会と
政治Ⅱ

環境無機プロ
セス化学

機器分析学Ⅰ 機器分析学Ⅱ

触媒表面化学 環境触媒化学

化学プロセス
工学Ⅰ

化学プロセス
工学Ⅱ

移動現象論I

化学工学基礎 反応工学

インターンシップⅠ・Ⅱ

国際インターンシップⅠ・Ⅱ（CP8, 9）

必修科目

選択必修科目

選択科目

基礎化学実験

基礎生物学Ⅰ 基礎生物学Ⅱ 基礎生物学Ⅲ 基礎生物学Ⅳ

化学実験専門基礎 応用化学生物学実験Ⅰ 応用化学生物学実験ⅠI

生物学実験専門基礎

物理化学Ⅰ 物理化学Ⅱ

有機化学Ⅰ 有機化学Ⅱ

無機化学Ⅰ

分析化学Ⅰ 分析化学Ⅱ

生化学Ⅰ 生化学Ⅱ

分子生物学Ⅰ 分子生物学Ⅱ

無機化学Ⅱ

物理化学Ⅲ 化学工学概論

有機化学Ⅲ 有機化学Ⅳ

環境機能設計学

移動現象論II
エネルギー変換材
料科学II

生物学研究概論

基礎電磁気学Ⅰ 基礎電磁気学Ⅱ

基礎線形
代数Ⅰ

基礎線形
代数Ⅱ

基礎線形
代数Ⅲ

基礎線形
代数Ⅳ

卒業課題研究（CP2, 3, 6, 7, 9）
応用化学生物学配属実習

(CP, 2, 3, 6, 7, 9)

英語文献セミナー（CP7, 8） 発展英語文献セミナー（CP7, 8）外国文献講読（CP7, 8）

科学技術者
倫理（CP11）

高分子化学Ⅰ 高分子化学Ⅱ

応用有機化学Ⅰ

有機材料科学

有機・高分子化学
研究概論

環境有機材料科学

応用有機化学Ⅱ

応用化学研究概論

生化学Ⅲ 生化学Ⅳ

分子生物学Ⅲ 分子生物学Ⅳ

細胞生物学Ⅰ 細胞生物学Ⅱ

生理学Ⅰ 生理学Ⅱ

細胞生物学Ⅲ 細胞生物学Ⅳ

生化学Ⅴ 生化学Ⅵ 植物生物学Ⅰ 植物生物学Ⅱ

生理学Ⅲ 生理学Ⅳ

生物化学工学Ⅰ 生物化学工学Ⅱ

生体防御学Ⅰ 生体防御学Ⅱ

生体分子科学Ⅰ 生体分子科学Ⅱ

エネルギー変換
材料科学I

コース専門科目
（CP2, 3, 5）

エネルギー化学
工学I

エネルギー化学
工学II

グリーン社会
システム概論Ⅰ

グリーン社会
システム概論Ⅱ

総合環境理工学教育科目（CP3, 5, 10）

地球の環境グリーンＩＴを支える
エレクトロニクスと材料

情報セキュリティ基礎 情報セキュリティ実践データサイエンス
リテラシー概論 データ駆動型サイエンスのプラクティス

他

基礎英語

大学英語Ⅳ 大学英語Ⅵ大学英語Ⅴ

グリーンイノベーション履修プログラム（CP2, 3, 5, 10, 11）

確率統計(CP4）
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学科共通科目

環境安全科学Ⅰ 環境安全科学Ⅱ

総合環境理工学部 応用化学生物学科 有機・高分子化学コース カリキュラムマップ

ディプロマ・ポリシー（DP） カリキュラム・ポリシー（CP）

・理工学に関する幅広い基礎知識・技能
・各学科の分野における専門知識・技能
・グリーン社会実現に向けた先端科学技術に関する知識
・専門分野にデジタル技術を活用できる基礎知識・技能

CP1   数学や理科などの理工学基礎を確実に理解させる教育を行います。

・異分野の研究者・技術者と相互理解し共創できる学際的視野
・社会の要求に応えるためのデザイン能力とプロポーザル能力
・論理的な記述力，表現力，コミュニケーション能力
・英語の活用能力と異文化に対する理解・対話力

・主体的かつ継続的に学習する態度
・地域の諸課題を自ら発見し，柔軟で総合的な視点で課題に取り組む態度
・科学技術が自然と社会に及ぼす影響と効果を理解し，強い責任感と高い

倫理観を持って行動する態度

＜知識
・理解＞

＜汎用的
技能＞

＜態度
・志向性＞

CP5   分野横断教育を強化し，専門性の異なる他者と共創できる能力を育む教育を行います。

CP9   アクティブラーニングやPBLを通じて，学生が主体的かつ継続的に学習できる能力を育成します。

CP2   応用力や創造性を重視した専門教育を行います。

CP3   地球規模の環境問題を科学技術の観点から考察できる専門教育を行います。

CP4   数理・データサイエンス・AIに関する知識や技術等を身に付け，専門分野に活用できる教育を行います。

CP8   日常及び専門分野における英語活用能力を高める教育と学生が留学しやすい制度の整備を行います。

CP6   専門的な実験，実習，演習科目を通じた，自らの力で課題を発見し，その解決法を提案できる能力を育成します。

CP11 社会における科学技術の役割，科学技術者の責任と倫理を理解させる教育を行います。

CP10 地域の自然，社会，環境，産業，文化など教養を深める教育を行います。

CP7 個人及びグループで行う実験と実習，報告書作成やプレゼンテーションの実施により，科学技術実践能力を育成します。

１年

1Q

教養教育科目

専門教育科目

2Q 3Q 4Q

2年 3年 4年

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

基礎教育科目

主題別科目・スポーツ文化科目

国際言語科目

初年次ゼミ（CP9, 11）

基礎微分
積分学Ⅰ

基礎微分
積分学Ⅱ

基礎微分
積分学Ⅲ

基礎微分
積分学Ⅳ

基礎力学Ⅰ 基礎力学Ⅱ

基礎化学Ⅰ 基礎化学Ⅱ 基礎化学Ⅲ 基礎化学Ⅳ

基礎情報学 基礎AI学

基礎生物学実験

応用化学生物
学概論Ⅰ

応用化学生物
学概論Ⅱ

2年3Q以降コース配属

総合環境理工学セミナー
（CP3, 6, 7, 9, 11）

無機材料科学Ⅰ 無機材料科学Ⅱ

電気化学Ⅱ電気化学Ⅰ

学部共通データサイエンス系科目（CP4）

他

スポーツ実技Ⅰ スポーツ理論Ⅱ

秋田の自然
と文化

医学と健康Ⅰ現代社会と
政治Ⅰ

現代社会と
政治Ⅱ

環境無機プロ
セス化学

機器分析学Ⅰ 機器分析学Ⅱ

触媒表面化学 環境触媒化学

化学プロセス
工学Ⅰ

化学プロセス
工学Ⅱ

移動現象論I

化学工学基礎 反応工学

インターンシップⅠ・Ⅱ

国際インターンシップⅠ・Ⅱ（CP8, 9）

必修科目

選択必修科目

選択科目

基礎化学実験

基礎生物学Ⅰ 基礎生物学Ⅱ 基礎生物学Ⅲ 基礎生物学Ⅳ

化学実験専門基礎 応用化学生物学実験Ⅰ 応用化学生物学実験ⅠI

生物学実験専門基礎

物理化学Ⅰ 物理化学Ⅱ

有機化学Ⅰ 有機化学Ⅱ

無機化学Ⅰ

分析化学Ⅰ 分析化学Ⅱ

生化学Ⅰ 生化学Ⅱ

分子生物学Ⅰ 分子生物学Ⅱ

無機化学Ⅱ

物理化学Ⅲ 化学工学概論

有機化学Ⅲ 有機化学Ⅳ

環境機能設計学

移動現象論II
エネルギー変換材
料科学II

生物学研究概論

基礎電磁気学Ⅰ 基礎電磁気学Ⅱ

基礎線形
代数Ⅰ

基礎線形
代数Ⅱ

基礎線形
代数Ⅲ

基礎線形
代数Ⅳ

卒業課題研究（CP2, 3, 6, 7, 9）
応用化学生物学配属実習

(CP, 2, 3, 6, 7, 9)

英語文献セミナー（CP7, 8） 発展英語文献セミナー（CP7, 8）外国文献講読（CP7, 8）

科学技術者
倫理（CP11）

高分子化学Ⅰ 高分子化学Ⅱ

応用有機化学Ⅰ

有機材料科学

有機・高分子化学
研究概論

環境有機材料科学

応用有機化学Ⅱ

応用化学研究概論

生化学Ⅲ 生化学Ⅳ

分子生物学Ⅲ 分子生物学Ⅳ

細胞生物学Ⅰ 細胞生物学Ⅱ

生理学Ⅰ 生理学Ⅱ

細胞生物学Ⅲ 細胞生物学Ⅳ

生化学Ⅴ 生化学Ⅵ 植物生物学Ⅰ 植物生物学Ⅱ

生理学Ⅲ 生理学Ⅳ

生物化学工学Ⅰ 生物化学工学Ⅱ

生体防御学Ⅰ 生体防御学Ⅱ

生体分子科学Ⅰ 生体分子科学Ⅱ

エネルギー変換
材料科学I

コース専門科目
（CP2, 3, 5）

エネルギー化学
工学I

エネルギー化学
工学II

グリーン社会
システム概論Ⅰ

グリーン社会
システム概論Ⅱ

総合環境理工学教育科目（CP3, 5, 10）

地球の環境グリーンＩＴを支える
エレクトロニクスと材料

情報セキュリティ基礎 情報セキュリティ実践

データサイエンス 機械学習
データサイエンス
リテラシー概論 データ駆動型サイエンスのプラクティス

基礎英語

他

大学英語Ⅳ 大学英語Ⅵ大学英語Ⅴ大学英語Ⅱ大学英語Ⅰ 大学英語Ⅲ

英語Certificate

グリーンイノベーション履修プログラム（CP2, 3, 5, 10, 11）

確率統計(CP4）
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学科共通科目

環境安全科学Ⅰ 環境安全科学Ⅱ

総合環境理工学部 応用化学生物学科 応用化学コース カリキュラムマップ

ディプロマ・ポリシー（DP） カリキュラム・ポリシー（CP）

・理工学に関する幅広い基礎知識・技能
・各学科の分野における専門知識・技能
・グリーン社会実現に向けた先端科学技術に関する知識
・専門分野にデジタル技術を活用できる基礎知識・技能

CP1   数学や理科などの理工学基礎を確実に理解させる教育を行います。

・異分野の研究者・技術者と相互理解し共創できる学際的視野
・社会の要求に応えるためのデザイン能力とプロポーザル能力
・論理的な記述力，表現力，コミュニケーション能力
・英語の活用能力と異文化に対する理解・対話力

・主体的かつ継続的に学習する態度
・地域の諸課題を自ら発見し，柔軟で総合的な視点で課題に取り組む態度
・科学技術が自然と社会に及ぼす影響と効果を理解し，強い責任感と高い

倫理観を持って行動する態度

＜知識
・理解＞

＜汎用的
技能＞

＜態度
・志向性＞

CP5   分野横断教育を強化し，専門性の異なる他者と共創できる能力を育む教育を行います。

CP9   アクティブラーニングやPBLを通じて，学生が主体的かつ継続的に学習できる能力を育成します。

CP2   応用力や創造性を重視した専門教育を行います。

CP3   地球規模の環境問題を科学技術の観点から考察できる専門教育を行います。

CP4   数理・データサイエンス・AIに関する知識や技術等を身に付け，専門分野に活用できる教育を行います。

CP8   日常及び専門分野における英語活用能力を高める教育と学生が留学しやすい制度の整備を行います。

CP6   専門的な実験，実習，演習科目を通じた，自らの力で課題を発見し，その解決法を提案できる能力を育成します。

CP11 社会における科学技術の役割，科学技術者の責任と倫理を理解させる教育を行います。

CP10 地域の自然，社会，環境，産業，文化など教養を深める教育を行います。

CP7 個人及びグループで行う実験と実習，報告書作成やプレゼンテーションの実施により，科学技術実践能力を育成します。

１年

1Q

教養教育科目

専門教育科目

2Q 3Q 4Q

2年 3年 4年

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

基礎教育科目

主題別科目・スポーツ文化科目

国際言語科目

初年次ゼミ（CP9, 11）

基礎微分
積分学Ⅰ

基礎微分
積分学Ⅱ

基礎微分
積分学Ⅲ

基礎微分
積分学Ⅳ

基礎力学Ⅰ 基礎力学Ⅱ

基礎化学Ⅰ 基礎化学Ⅱ 基礎化学Ⅲ 基礎化学Ⅳ

基礎情報学 基礎AI学

基礎生物学実験

応用化学生物
学概論Ⅰ

応用化学生物
学概論Ⅱ

2年3Q以降コース配属

総合環境理工学セミナー
（CP3, 6, 7, 9, 11）

無機材料科学Ⅰ 無機材料科学Ⅱ

電気化学Ⅱ電気化学Ⅰ

学部共通データサイエンス系科目（CP4）

他

スポーツ実技Ⅰ スポーツ理論Ⅱ

秋田の自然
と文化

医学と健康Ⅰ現代社会と
政治Ⅰ

現代社会と
政治Ⅱ

環境無機プロ
セス化学

機器分析学Ⅰ 機器分析学Ⅱ

触媒表面化学 環境触媒化学

化学プロセス
工学Ⅰ

化学プロセス
工学Ⅱ

移動現象論I

化学工学基礎 反応工学

インターンシップⅠ・Ⅱ

国際インターンシップⅠ・Ⅱ（CP8, 9）

必修科目

選択必修科目

選択科目

基礎化学実験

基礎生物学Ⅰ 基礎生物学Ⅱ 基礎生物学Ⅲ 基礎生物学Ⅳ

化学実験専門基礎 応用化学生物学実験Ⅰ 応用化学生物学実験ⅠI

生物学実験専門基礎

物理化学Ⅰ 物理化学Ⅱ

有機化学Ⅰ 有機化学Ⅱ

無機化学Ⅰ

分析化学Ⅰ 分析化学Ⅱ

生化学Ⅰ 生化学Ⅱ

分子生物学Ⅰ 分子生物学Ⅱ

無機化学Ⅱ

物理化学Ⅲ 化学工学概論

有機化学Ⅲ 有機化学Ⅳ

環境機能設計学

移動現象論II
エネルギー変換材
料科学II

生物学研究概論

基礎電磁気学Ⅰ 基礎電磁気学Ⅱ

基礎線形
代数Ⅰ

基礎線形
代数Ⅱ

基礎線形
代数Ⅲ

基礎線形
代数Ⅳ

卒業課題研究（CP2, 3, 6, 7, 9）
応用化学生物学配属実習

(CP, 2, 3, 6, 7, 9)

英語文献セミナー（CP7, 8） 発展英語文献セミナー（CP7, 8）外国文献講読（CP7, 8）

科学技術者
倫理（CP11）

高分子化学Ⅰ 高分子化学Ⅱ

応用有機化学Ⅰ

有機材料科学

有機・高分子化学
研究概論

環境有機材料科学

応用有機化学Ⅱ

応用化学研究概論

生化学Ⅲ 生化学Ⅳ

分子生物学Ⅲ 分子生物学Ⅳ

細胞生物学Ⅰ 細胞生物学Ⅱ

生理学Ⅰ 生理学Ⅱ

細胞生物学Ⅲ 細胞生物学Ⅳ

生化学Ⅴ 生化学Ⅵ 植物生物学Ⅰ 植物生物学Ⅱ

生理学Ⅲ 生理学Ⅳ

生物化学工学Ⅰ 生物化学工学Ⅱ

生体防御学Ⅰ 生体防御学Ⅱ

生体分子科学Ⅰ 生体分子科学Ⅱ

エネルギー変換
材料科学I

コース専門科目
（CP2, 3, 5）

エネルギー化学
工学I

エネルギー化学
工学II

地球の環境グリーンＩＴを支える
エレクトロニクスと材料

グリーン社会
システム概論Ⅰ

グリーン社会
システム概論Ⅱ

総合環境理工学教育科目（CP3, 5, 10）

情報セキュリティ基礎 情報セキュリティ実践

データサイエンス 機械学習

データサイエンス
リテラシー概論 データ駆動型サイエンスのプラクティス

基礎英語

他

大学英語Ⅱ大学英語Ⅰ 大学英語Ⅲ 大学英語Ⅳ 大学英語Ⅵ大学英語Ⅴ

英語Certificate

グリーンイノベーション履修プログラム（CP2, 3, 5, 10, 11）

確率統計(CP4）
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基礎情報学 基礎AI学

総合環境理工学部 環境数物科学科 数理科学･地球環境学コース カリキュラムマップ
ディプロマ・ポリシー（DP） カリキュラム・ポリシー（CP）

・理工学に関する幅広い基礎知識・技術
・各学科の分野における専門知識・技術
・グリーン社会実現に向けた先端科学技術に関する知識
・専門分野にデジタル技術を活用できる基礎知識・技術

CP1   数学や理科などの理工学基礎を確実に理解させる教育を行います。

・異分野の研究者・技術者と相互理解し共創できる学際的視野
・社会の要求に応えるためのデザイン能力とプロポーザル能力
・論理的な記述力，表現力，コミュニケーション能力
・英語の活用能力と異文化に対する理解・対話力

・主体的かつ継続的に学習する態度
・地域の諸課題を自ら発見し，柔軟で総合的な視点で課題に取り組む態度
・科学技術が自然と社会に及ぼす影響と効果を理解し，強い責任感と高い

倫理観を持って行動する態度

＜知識
・理解＞

＜汎用的
技能＞

＜態度
・志向性＞

CP5   分野横断教育を強化し，専門性の異なる他者と共創できる能力を育む教育を行います。

CP9   アクティブラーニングやPBLを通じて，学生が主体的かつ継続的に学習できる能力を育成します。

CP2   応用力や創造性を重視した専門教育を行います。
CP3   地球規模の環境問題を科学技術の観点から考察できる専門教育を行います。
CP4   数理・データサイエンス・AIに関する知識や技術等を身に付け，専門分野に活用できる教育を行います。

CP8   日常及び専門分野における英語活用能力を高める教育と学生が留学しやすい制度の整備を行います。

CP6   専門的な実験，実習，演習科目を通じた，自らの力で課題を発見し，その解決法を提案できる能力を育成します。

CP11 社会における科学技術の役割，科学技術者の責任と倫理を理解させる教育を行います。
CP10 地域の自然，社会，環境，産業，文化など教養を深める教育を行います。

CP7 個人及びグループで行う実験と実習，報告書作成やプレゼンテーションの実施により，科学技術実践能力を育成します。

１年

1Q

教養教育科目

専門教育科目

2Q 3Q 4Q

2年 3年 4年

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

基礎教育科目

主題別科目・スポーツ文化科目

国際言語科目

初年次ゼミ（CP9, 11）

初年次ゼミ

卒業課題研究（CP2, 3, 6, 7, 9）

2年3Q以降コース配属

外国文献講読（CP7, 8）

総合環境理工学セミナー
（CP3, 6, 7, 9, 11）

インターンシップⅠ・Ⅱ

数地リテラシー演習

数理科学 or 地球科学 セミナー

コース専門実験実習演習系科目

学部共通データサイエンス系科目（CP４）

スポーツ実技Ⅰ スポーツ理論Ⅱ 他

秋田の自然
と文化

医学と健康Ⅰ現代社会と
政治Ⅰ

現代社会と
政治Ⅱ

コース専門科目（CP2, 3, 5）

国際インターンシップⅠ・Ⅱ（CP8, 9）

必修科目

選択必修科目

選択科目

情報と知識・技術

環境プロセス工学演習

数理科学実験
地球科学実習

組合せ数学
解析学Ⅰ
地球環境の数理

初等整数論
位相空間論
解析力学
熱力学
地球物質科学

グラフ理論

解析学Ⅱ

量子論基礎

分子物理学基礎

環境物理化学

環境化学工学Ⅰ

分子物理学

環境プロセス工学

地球環境と材料

群論

形の数理

量子情報科学

環境化学工学Ⅱ

地球化学

解析学Ⅲ

量子論応用

地球環境と資源

環境移動現象論

学科他コース専門科目（CP2, 5）

他光物性学電子物性学
ナノ機能材料学

結晶材料学Ⅱ
ナノ磁性材料学基礎線形

代数Ⅰ
基礎線形
代数Ⅱ

基礎線形
代数Ⅲ

基礎線形
代数Ⅳ

基礎微分
積分学Ⅰ

基礎微分
積分学Ⅱ

基礎微分
積分学Ⅲ

基礎微分
積分学Ⅳ

基礎力学Ⅰ 基礎力学Ⅱ 基礎電磁
気学Ⅰ

基礎電磁
気学Ⅱ

基礎化学Ⅰ 基礎化学Ⅱ 基礎化学Ⅲ 基礎化学Ⅳ

多変数微分
積分学Ⅰ

多変数微分
積分学Ⅱ

基礎物理学実験

数学入門

学科専門基礎系共通科目

電子材料学 結晶材料学Ⅰ
電気磁気学Ⅰ 

科学研究のクリティカルシンキング

微分方程式 複素解析

プログラミング実習Ⅰ プログラミング実習Ⅱ

地球科学

量子論入門
地球環境学

総合環境理工学教育科目（CP3, 5, 10）

グリーンIT
を支えるエ
レクトロニ
クスと材料

環境と健
康を支える
生物学

持続可能
な社会を
支える化学

地球の環境グリーン社
会システム
概論Ⅰ

グリーン社
会システム
概論Ⅱ

暗号の数理環と加群

科学技術者
倫理（CP11）

プログラミング実習Ⅲ プログラミング実習Ⅳ

大学英語Ⅱ大学英語Ⅰ 大学英語Ⅲ 大学英語Ⅳ

情報セキュリティ基礎 情報セキュリティ実践

データサイエンス 機械学習

ﾃﾞｰﾀ駆動型ｻｲｴﾝｽのﾌﾟﾗｸﾃｨｽ

基礎英語

データサイエンス
リテラシー概論

英語Certificate
大学英語Ⅵ大学英語Ⅴ

グリーンイノベーション履修プログラム（CP2, 3, 5, 10, 11）

確率統計(CP4）
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総合環境理工学部 環境数物科学科 機能デバイス物理コース カリキュラムマップ
ディプロマ・ポリシー（DP） カリキュラム・ポリシー（CP）

・理工学に関する幅広い基礎知識・技術
・各学科の分野における専門知識・技術
・グリーン社会実現に向けた先端科学技術に関する知識
・専門分野にデジタル技術を活用できる基礎知識・技術

CP1   数学や理科などの理工学基礎を確実に理解させる教育を行います。

・異分野の研究者・技術者と相互理解し共創できる学際的視野
・社会の要求に応えるためのデザイン能力とプロポーザル能力
・論理的な記述力，表現力，コミュニケーション能力
・英語の活用能力と異文化に対する理解・対話力

・主体的かつ継続的に学習する態度
・地域の諸課題を自ら発見し，柔軟で総合的な視点で課題に取り組む態度
・科学技術が自然と社会に及ぼす影響と効果を理解し，強い責任感と高い

倫理観を持って行動する態度

＜知識
・理解＞

＜汎用的
技能＞

＜態度
・志向性＞

CP5   分野横断教育を強化し，専門性の異なる他者と共創できる能力を育む教育を行います。

CP9   アクティブラーニングやPBLを通じて，学生が主体的かつ継続的に学習できる能力を育成します。

CP2   応用力や創造性を重視した専門教育を行います。
CP3   地球規模の環境問題を科学技術の観点から考察できる専門教育を行います。
CP4   数理・データサイエンス・AIに関する知識や技術等を身に付け，専門分野に活用できる教育を行います。

CP8   日常及び専門分野における英語活用能力を高める教育と学生が留学しやすい制度の整備を行います。

CP6   専門的な実験，実習，演習科目を通じた，自らの力で課題を発見し，その解決法を提案できる能力を育成します。

CP11 社会における科学技術の役割，科学技術者の責任と倫理を理解させる教育を行います。
CP10 地域の自然，社会，環境，産業，文化など教養を深める教育を行います。

CP7 個人及びグループで行う実験と実習，報告書作成やプレゼンテーションの実施により，科学技術実践能力を育成します。

１年

1Q

教養教育科目

専門教育科目

2Q 3Q 4Q

2年 3年 4年

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

基礎教育科目

主題別科目・スポーツ文化科目

国際言語科目

初年次ゼミ（CP9, 11）

初年次ゼミ

大学英語Ⅱ大学英語Ⅰ

基礎線形
代数Ⅰ

基礎線形
代数Ⅱ

基礎線形
代数Ⅲ

基礎線形
代数Ⅳ

基礎微分
積分学Ⅰ

基礎微分
積分学Ⅱ

基礎微分
積分学Ⅲ

基礎微分
積分学Ⅳ

基礎力学Ⅰ 基礎力学Ⅱ 基礎電磁
気学Ⅰ

基礎電磁
気学Ⅱ

基礎化学Ⅰ 基礎化学Ⅱ 基礎化学Ⅲ 基礎化学Ⅳ

多変数微分
積分学Ⅰ

多変数微分
積分学Ⅱ

基礎情報学 基礎AI学

基礎物理学実験

卒業課題研究（CP2, 3, 6, 7, 9）

総合環境理工学教育科目（CP3, 5, 10）

グリーン社
会システム
概論Ⅰ

グリーン社
会システム
概論Ⅱ

数学入門 量子論入門

学科専門基礎系共通科目

電子材料学 結晶材料学Ⅰ
電気磁気学Ⅰ 

科学研究のクリティカルシンキング

2年3Q以降コース配属

外国文献講読（CP7, 8）

総合環境理工学セミナー
（CP3, 6, 7, 9, 11）

インターンシップⅠ・Ⅱ

電子材料実験Ⅰ
コース専門実験実習演習系科目

線形回路学Ⅰ
電気磁気学Ⅱ

電気計測ｼｽﾃﾑ学I

ナノ機能材料学
線形回路学Ⅱ
熱力学

電気計測ｼｽﾃﾑ学Ⅱ

学部共通データサイエンス系科目（CP4）

スポーツ実技Ⅰ

大学英語Ⅲ

スポーツ理論Ⅱ 他

秋田の自然
と文化

医学と健康Ⅰ現代社会と
政治Ⅰ

現代社会と
政治Ⅱ

コース専門科目（CP2, 3, 5）

学科他コース専門科目（CP2, 5）

他

国際インターンシップⅠ・Ⅱ（CP8, 9）

必修科目

選択必修科目

選択科目

情報と知識・技術

地球環境学

電子材料実験Ⅱ
材料科学 or ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ セミナー

ナノ磁性材料学
結晶材料学Ⅱ

電磁波ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
電子回路学Ⅰ

制御システム学Ⅰ
電力工学Ⅰ

分子物理学基礎

真空理工学
光物性学
集積情報回路学
ﾃﾞﾊﾞｲｽ通信ｼｽﾃﾑ

分子物理学

電気材料学Ⅱ

環境適合機能ﾃﾞ
ﾊﾞｲｽⅡ

材料計測学
電子物性学
電子回路学Ⅱ
環境電子計測学

制御システム学Ⅱ
電力工学Ⅱ

光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

電気回路学Ⅴ

環境適合機能
ﾃﾞﾊﾞｲｽⅠ

半導体ﾃﾞﾊﾞｲｽ
電子回路学Ⅲ
ｴﾈﾙｷﾞｰ変換
ﾃﾞﾊﾞｲｽ

電気材料学Ⅰ

量子論基礎
環境化学工学Ⅰ

地球環境と資源解析学Ⅰ
地球環境の数理

地球物質科学

プログラミング実習Ⅰ プログラミング実習Ⅱ

地球科学

科学技術者
倫理（CP11）

環境と健
康を支える
生物学

持続可能
な社会を
支える化学

情報セキュリティ基礎 情報セキュリティ実践

プログラミング実習Ⅲ プログラミング実習Ⅳ
微分方程式 複素解析

データサイエンス 機械学習

ﾃﾞｰﾀ駆動型ｻｲｴﾝｽのﾌﾟﾗｸﾃｨｽ

大学英語Ⅳ

グリーンIT
を支えるエ
レクトロニ
クスと材料

地球の環境

基礎英語

データサイエンス
リテラシー概論

英語Certificate
大学英語Ⅵ大学英語Ⅴ

グリーンイノベーション履修プログラム（CP2, 3, 5, 10, 11）

確率統計(CP4）

-設置の趣旨（資料）-47-



総合環境理工学部 社会システム工学科 モビリティコース カリキュラムマップ
ディプロマ・ポリシー（DP） カリキュラム・ポリシー（CP）

・理工学に関する幅広い基礎知識・技能
・各学科の分野における専門知識・技能
・グリーン社会実現に向けた先端科学技術に関する知識
・専門分野にデジタル技術を活用できる基礎知識・技能

CP1   数学や理科などの理工学基礎を確実に理解させる教育を行います。

・異分野の研究者・技術者と相互理解し共創できる学際的視野
・社会の要求に応えるためのデザイン能力とプロポーザル能力
・論理的な記述力，表現力，コミュニケーション能力
・英語の活用能力と異文化に対する理解・対話力

・主体的かつ継続的に学習する態度
・地域の諸課題を自ら発見し，柔軟で総合的な視点で課題に取り組む態度
・科学技術が自然と社会に及ぼす影響と効果を理解し，強い責任感と高い

倫理観を持って行動する態度

＜知識
・理解＞

＜汎用的
技能＞

＜態度
・志向性＞

CP5   分野横断教育を強化し，専門性の異なる他者と共創できる能力を育む教育を行います。

CP9   アクティブラーニングやPBLを通じて，学生が主体的かつ継続的に学習できる能力を育成します。

CP2   応用力や創造性を重視した専門教育を行います。
CP3   地球規模の環境問題を科学技術の観点から考察できる専門教育を行います。
CP4   数理・データサイエンス・AIに関する知識や技術等を身に付け，専門分野に活用できる教育を行います。

CP8   日常及び専門分野における英語活用能力を高める教育と学生が留学しやすい制度の整備を行います。

CP6   専門的な実験，実習，演習科目を通じた，自らの力で課題を発見し，その解決法を提案できる能力を育成します。

CP11 社会における科学技術の役割，科学技術者の責任と倫理を理解させる教育を行います。
CP10 地域の自然，社会，環境，産業，文化など教養を深める教育を行います。

CP7 個人及びグループで行う実験と実習，報告書作成やプレゼンテーションの実施により，科学技術実践能力を育成します。

１年

1Q

教養教育科目

専門教育科目

2Q 3Q 4Q

2年 3年 4年

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

基礎教育科目

主題別科目・スポーツ文化科目

国際言語科目

初年次ゼミ（CP9, 11）

初年次ゼミ

基礎線形
代数Ⅰ

基礎線形
代数Ⅱ

基礎線形
代数Ⅲ

基礎線形
代数Ⅳ

基礎微分
積分学Ⅰ

基礎微分
積分学Ⅱ

基礎微分
積分学Ⅲ

基礎微分
積分学Ⅳ

基礎力学Ⅰ 基礎力学Ⅱ 基礎電磁
気学Ⅰ

基礎電磁
気学Ⅱ

基礎化学Ⅰ 基礎化学Ⅱ 基礎化学Ⅲ 基礎化学Ⅳ

多変数微分
積分学Ⅰ

多変数微分
積分学Ⅱ

基礎情報学 基礎AI学

基礎物理学実験

卒業課題研究（CP2, 3, 6, 7, 9）

グリーン社会
システム概論Ⅰ

グリーン社会
システム概論Ⅱ

総合環境理工学教育科目（CP3, 5, 10）

地球の環境
グリーンＩＴを
支えるエレクト
ロニクスと材料

環境と健康を
支える生物学

持続可能な社
会を支える化学

応用解析学Ⅰ 応用解析学Ⅱ

学科共通科目

材料力学Ⅰ 材料力学Ⅱ
流体力学Ⅰ 流体力学Ⅱ
金属材料学Ⅰ 金属材料学Ⅱ
電気回路学Ⅰ 電気回路学Ⅱ

Introduction 
to 
Engineering
for Social 
Systems Ⅰ

Introduction 
to 
Engineering 
for Social 
Systems Ⅱ

基礎数値解析実習

2年3Q以降コース配属

外国文献講読（CP7, 8）

総合環境理工学セミナー
（CP3, 6, 7, 9, 11）

科学技術者
倫理

コース専門基礎系科目
モビリティ工学セミナー

機械製図

モビリティ実験実習Ⅰ モビリティ実験実習Ⅱ モビリティ実験実習Ⅲ

コース専門実験実習演習系科目

計測工学
工業物理
材料力学Ⅲ

計測システム工学
応用電気磁気学

学科専門導入科目

スポーツ実技Ⅰ スポーツ理論Ⅱ 他

秋田の自然
と文化

医学と健康Ⅰ現代社会と
政治Ⅰ

現代社会と
政治Ⅱ

コース専門科目（CP2, 3, 5）

学科他コース専門科目（CP2, 5）

流体力学Ⅲ 流体力学IV

航空宇宙推進工学

機械力学Ⅲ
伝熱工学

プロジェクトマネジメント概論

航空宇宙ダイナミクスⅠ 航空宇宙ダイナミクスⅡ航空機構造力学基礎Ⅰ
航空宇宙機設計工学I

航空機構造力学基礎Ⅱ
航空宇宙機設計工学Ⅱ

計算力学Ⅰ 計算力学Ⅱ

先進材料プロセス学I     先進材料プロセス学II

固体物理基礎Ⅰ
材料組織制御学I
材料強度評価学I
素形材プロセス学I
セラミック材料学I

固体物理基礎II 
材料組織制御学II
材料強度評価学II
素形材プロセス学II
セラミック材料学II 機能無機材料学I         機能無機材料学II

環境適合デザイン学Ⅰ環境適合デザイン学Ⅱ

洋上風力発電学

電気回路学Ⅲ 電気回路学Ⅳ

宇宙科学基礎

電力工学Ⅰ 電力工学Ⅱ

交通システム
計画Ⅰ

交通システム
計画Ⅱ 他

計算材料科学Ⅰ 計算材料科学Ⅱ

必修科目

選択必修科目

選択科目

CADデザイン

制御システム学Ⅰ 制御システム学Ⅱ

他
結晶構造解析学Ⅰ 結晶構造解析学Ⅱ

交通施設工学Ⅰ 交通施設工学Ⅱ

電気機器学Ⅰ 電気機器学Ⅱ

衛生工学Ⅰ 衛生工学Ⅱ
他

他

モビリティ電動化概論

学部共通データサイエンス系科目（CP4）

情報セキュリティ基礎 情報セキュリティ実践

宇宙工学基礎

インターンシップⅠ・Ⅱ 2～4年

国際インターンシップⅠ・Ⅱ  1～4年（CP8, 9）

熱力学Ｉ 熱力学Ⅱ
機械力学Ｉ 機械力学Ⅱ
材料物理学Ｉ 材料物理学Ⅱ

応用解析学Ⅲ 応用解析学Ⅳ

機械学習データサイエンス

データサイエンス
リテラシー概論

基礎英語

データ駆動型サイエンスのプラクティス

大学英語Ⅱ大学英語Ⅰ 大学英語Ⅲ 大学英語Ⅳ 大学英語Ⅵ大学英語Ⅴ
英語Certificate

グリーンイノベーション履修プログラム（CP2, 3, 5, 10, 11）

確率統計(CP4）

-設置の趣旨（資料）-48-



総合環境理工学部 社会システム工学科 電気システムコース カリキュラムマップ
ディプロマ・ポリシー（DP） カリキュラム・ポリシー（CP）

・理工学に関する幅広い基礎知識・技能
・各学科の分野における専門知識・技能
・グリーン社会実現に向けた先端科学技術に関する知識
・専門分野にデジタル技術を活用できる基礎知識・技能

CP1   数学や理科などの理工学基礎を確実に理解させる教育を行います。

・異分野の研究者・技術者と相互理解し共創できる学際的視野
・社会の要求に応えるためのデザイン能力とプロポーザル能力
・論理的な記述力，表現力，コミュニケーション能力
・英語の活用能力と異文化に対する理解・対話力

・主体的かつ継続的に学習する態度
・地域の諸課題を自ら発見し，柔軟で総合的な視点で課題に取り組む態度
・科学技術が自然と社会に及ぼす影響と効果を理解し，強い責任感と高い

倫理観を持って行動する態度

＜知識
・理解＞

＜汎用的
技能＞

＜態度
・志向性＞

CP5   分野横断教育を強化し，専門性の異なる他者と共創できる能力を育む教育を行います。

CP9   アクティブラーニングやPBLを通じて，学生が主体的かつ継続的に学習できる能力を育成します。

CP2   応用力や創造性を重視した専門教育を行います。
CP3   地球規模の環境問題を科学技術の観点から考察できる専門教育を行います。
CP4   数理・データサイエンス・AIに関する知識や技術等を身に付け，専門分野に活用できる教育を行います。

CP8   日常及び専門分野における英語活用能力を高める教育と学生が留学しやすい制度の整備を行います。

CP6   専門的な実験，実習，演習科目を通じた，自らの力で課題を発見し，その解決法を提案できる能力を育成します。

CP11 社会における科学技術の役割，科学技術者の責任と倫理を理解させる教育を行います。
CP10 地域の自然，社会，環境，産業，文化など教養を深める教育を行います。

CP7 個人及びグループで行う実験と実習，報告書作成やプレゼンテーションの実施により，科学技術実践能力を育成します。

１年

1Q

教養教育科目

専門教育科目

2Q 3Q 4Q

2年 3年 4年

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

基礎教育科目

主題別科目・スポーツ文化科目

国際言語科目

初年次ゼミ（CP9, 11）

初年次ゼミ

基礎線形
代数Ⅰ

基礎線形
代数Ⅱ

基礎線形
代数Ⅲ

基礎線形
代数Ⅳ

基礎微分
積分学Ⅰ

基礎微分
積分学Ⅱ

基礎微分
積分学Ⅲ

基礎微分
積分学Ⅳ

基礎力学Ⅰ 基礎力学Ⅱ 基礎電磁
気学Ⅰ

基礎電磁
気学Ⅱ

基礎化学Ⅰ 基礎化学Ⅱ 基礎化学Ⅲ 基礎化学Ⅳ

多変数微分
積分学Ⅰ

多変数微分
積分学Ⅱ

基礎情報学 基礎AI学

基礎物理学実験

卒業課題研究（CP2, 3, 6, 7, 9）

グリーン社会
システム概論Ⅰ

グリーン社会
システム概論Ⅱ

総合環境理工学教育科目（CP3, 5, 10）

応用解析学Ⅰ 応用解析学Ⅱ

学科共通科目

材料力学Ⅰ 材料力学Ⅱ
流体力学Ⅰ 流体力学Ⅱ
金属材料学Ⅰ 金属材料学Ⅱ
電気回路学Ⅰ 電気回路学Ⅱ

基礎数値解析実習

2年3Q以降コース配属

外国文献講読（CP7, 8）

総合環境理工学セミナー
（CP3, 6, 7, 9, 11）

科学技術者
倫理

コース専門基礎系科目

電気回路学Ⅲ 電気回路学Ⅳ
電磁気学Ⅱ電磁気学Ⅰ

電気回路学Ⅴ電磁気学Ⅲ

電気システム学プログラミング

電気システム学実験Ⅰ 電気システム学実験Ⅱ 電気システム学実験Ⅲ

コース専門実験実習演習系科目

電気製図

電気計測
システム学Ⅰ

電気計測
システム学Ⅱ

学科専門導入科目

スポーツ実技Ⅰ スポーツ理論Ⅱ 他

秋田の自然
と文化

医学と健康Ⅰ現代社会と
政治Ⅰ

現代社会と
政治Ⅱ

コース専門科目（CP2, 3, 5）

学科他コース専門科目（CP2, 5）

電気機器学Ⅰ 電気機器学Ⅱ モビリティ電動化概論
制御機器工学Ⅰ 制御機器工学Ⅱ
制御システム学Ⅰ制御システム学Ⅱ

電子制御システム学Ⅰ電子制御システム学Ⅱ

電力工学Ⅰ 電力工学Ⅱ 電力システム学Ⅰ 電力システム学Ⅱ

電子回路学Ⅰ 電子回路学Ⅱ 電子回路学Ⅲ

環境電子計測学
電子物性学 半導体デバイス 集積情報回路学電磁波エレクト

ロニクス デバイス通信
システム

環境適合デザ
イン学Ⅰ

環境適合デザ
イン学Ⅱ

洋上風力発電学

材料物理学Ⅰ 材料物理学Ⅱ
宇宙科学基礎

都市システム
計画Ⅰ

都市システム
計画Ⅱ

交通システム
計画Ⅰ

交通システム
計画Ⅱ

他

固体物理基礎Ⅰ 固体物理基礎Ⅱ

材料組織制御
学Ⅰ

材料組織制御
学Ⅱ

他

パワーエレクト
ロニクスⅠ

パワーエレクト
ロニクスⅡ

電気法規・
施設管理Ⅰ

電気法規・
施設管理Ⅱ

磁気材料学
電気材料学Ⅰ 電気材料学Ⅱ

必修科目

選択必修科目

選択科目

学部共通データサイエンス系科目（CP4）

Introduction 
to 
Engineering
for Social 
Systems Ⅰ

Introduction 
to 
Engineering 
for Social 
Systems Ⅱ

インターンシップⅠ・Ⅱ 2～4年

国際インターンシップⅠ・Ⅱ  1～4年（CP8, 9）

地球の環境
グリーンＩＴを
支えるエレクト
ロニクスと材料

環境と健康を
支える生物学

持続可能な社
会を支える化学 情報セキュリティ基礎 情報セキュリティ実践

応用解析学Ⅲ 応用解析学Ⅳ

機械学習データサイエンス

データサイエンス
リテラシー概論

電気システム学セミナー

電気応用学Ⅰ 電気応用学Ⅱ

基礎英語

データ駆動型サイエンスのプラクティス

大学英語Ⅱ大学英語Ⅰ 大学英語Ⅲ 大学英語Ⅳ 大学英語Ⅵ大学英語Ⅴ
英語Certificate

グリーンイノベーション履修プログラム（CP2, 3, 5, 10, 11）

確率統計(CP4）
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総合環境理工学部 社会システム工学科 社会基盤コース カリキュラムマップ
ディプロマ・ポリシー（DP） カリキュラム・ポリシー（CP）

・理工学に関する幅広い基礎知識・技能
・各学科の分野における専門知識・技能
・グリーン社会実現に向けた先端科学技術に関する知識
・専門分野にデジタル技術を活用できる基礎知識・技能

CP1   数学や理科などの理工学基礎を確実に理解させる教育を行います。

・異分野の研究者・技術者と相互理解し共創できる学際的視野
・社会の要求に応えるためのデザイン能力とプロポーザル能力
・論理的な記述力，表現力，コミュニケーション能力
・英語の活用能力と異文化に対する理解・対話力

・主体的かつ継続的に学習する態度
・地域の諸課題を自ら発見し，柔軟で総合的な視点で課題に取り組む態度
・科学技術が自然と社会に及ぼす影響と効果を理解し，強い責任感と高い

倫理観を持って行動する態度

＜知識
・理解＞

＜汎用的
技能＞

＜態度
・志向性＞

CP5   分野横断教育を強化し，専門性の異なる他者と共創できる能力を育む教育を行います。

CP9   アクティブラーニングやPBLを通じて，学生が主体的かつ継続的に学習できる能力を育成します。

CP2   応用力や創造性を重視した専門教育を行います。
CP3   地球規模の環境問題を科学技術の観点から考察できる専門教育を行います。
CP4   数理・データサイエンス・AIに関する知識や技術等を身に付け，専門分野に活用できる教育を行います。

CP8   日常及び専門分野における英語活用能力を高める教育と学生が留学しやすい制度の整備を行います。

CP6   専門的な実験，実習，演習科目を通じた，自らの力で課題を発見し，その解決法を提案できる能力を育成します。

CP11 社会における科学技術の役割，科学技術者の責任と倫理を理解させる教育を行います。
CP10 地域の自然，社会，環境，産業，文化など教養を深める教育を行います。

CP7   個人及びグループで行う実験と実習，報告書作成やプレゼンテーションの実施により，科学技術実践能力を育成します。

１年

1Q

教養教育科目

専門教育科目

2Q 3Q 4Q

2年 3年 4年

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

基礎教育科目

主題別科目・スポーツ文化科目

国際言語科目

初年次ゼミ（CP9, 11）

初年次ゼミ

基礎線形
代数Ⅰ

基礎線形
代数Ⅱ

基礎線形
代数Ⅲ

基礎線形
代数Ⅳ

基礎微分
積分学Ⅰ

基礎微分
積分学Ⅱ

基礎微分
積分学Ⅲ

基礎微分
積分学Ⅳ

基礎力学Ⅰ 基礎力学Ⅱ 基礎電磁
気学Ⅰ

基礎電磁
気学Ⅱ

基礎化学Ⅰ 基礎化学Ⅱ 基礎化学Ⅲ 基礎化学Ⅳ

多変数微分
積分学Ⅰ

多変数微分
積分学Ⅱ

基礎情報学 基礎AI学

基礎物理学実験

グリーン社会
システム概論Ⅰ

グリーン社会
システム概論Ⅱ

総合環境理工学教育科目（CP3, 5, 10）

応用解析学Ⅰ 応用解析学Ⅱ

学科共通科目

材料力学Ⅰ 材料力学Ⅱ
流体力学Ⅰ 流体力学Ⅱ
金属材料学Ⅰ 金属材料学Ⅱ
電気回路学Ⅰ 電気回路学Ⅱ

基礎数値解析実習

2年3Q以降コース配属

外国文献講読（CP7, 8）

科学技術者
倫理

コース専門基礎系科目

電気回路学Ⅲ電気回路学Ⅳ電磁気学Ⅱ

社会基盤学セミナー
都市・交通計画演習

コース専門実験実習演習系科目

土質力学演習

社会資本整備
の歴史

国土計画と
地域開発

学科専門導入科目

スポーツ実技Ⅰ スポーツ理論Ⅱ 他

秋田の自然
と文化

医学と健康Ⅰ現代社会と
政治Ⅰ

現代社会と
政治Ⅱ

コース専門科目（CP2, 3, 5）

学科他コース専門科目（CP2, 5）

洋上風力発電学

材料物理学Ⅰ 材料物理学Ⅱ 他
材料組織制御学Ⅰ 材料組織制御学Ⅱ

他

必修科目

選択必修科目

選択科目

構造力学Ⅰ 構造力学Ⅱ
水理学Ⅰ 水理学Ⅱ
土質力学Ⅰ 土質力学Ⅱ
建設材料学Ⅰ 建設材料学Ⅱ
測量学Ⅰ 測量学Ⅱ
社会計画数理Ⅰ 社会計画数理Ⅱ

測量実習

社会基盤学特別講義

地盤工学演習

社会基盤学実験

構造力学Ⅲ

水理学Ⅲ

地盤工学Ⅰ
都市システム計画Ⅰ 都市システム計画Ⅱ

交通システム計画Ⅰ 交通システム計画Ⅱ

コンクリート
構造工学Ⅰ

コンクリート
構造工学Ⅱ

構造力学Ⅳ
水理学Ⅳ

地盤工学Ⅱ

海岸海洋工学Ⅰ 海岸海洋工学Ⅱ

鋼構造設計学Ⅰ 鋼構造設計学Ⅱ

福祉のまちづくりⅠ 福祉のまちづくりⅡ

建設材料学Ⅲ 建設材料学Ⅳ
衛生工学Ⅰ 衛生工学Ⅱ

環境水理学Ⅰ 環境水理学Ⅱ

河川工学Ⅰ 河川工学Ⅱ

地盤防災工学Ⅰ 地盤防災工学Ⅱ

交通施設工学Ⅰ 交通施設工学Ⅱ

電力工学Ⅰ 電力工学Ⅱ

固体物理基礎Ⅰ 固体物理基礎Ⅱ制御システム学Ⅰ 制御システム学Ⅱ

モビリティ電動化特論

環境適合デザイン学Ⅰ環境適合デザイン学Ⅱ

学部共通データサイエンス系科目（CP4）

卒業課題研究（CP2, 3, 6, 7, 9）

総合環境理工学セミナー
（CP3, 6, 7, 9, 11）

インターンシップⅠ・Ⅱ 2～4年

国際インターンシップⅠ・Ⅱ  1～4年（CP8, 9）

Introduction 
to 
Engineering
for Social 
Systems Ⅰ

Introduction 
to 
Engineering 
for Social 
Systems Ⅱ

地球の環境
グリーンＩＴを
支えるエレクト
ロニクスと材料

環境と健康を
支える生物学

持続可能な社
会を支える化学 情報セキュリティ基礎 情報セキュリティ実践

応用解析学Ⅲ 応用解析学Ⅳ

機械学習データサイエンス

データサイエンス
リテラシー概論

基礎英語

データ駆動型サイエンスのプラクティス

大学英語Ⅱ大学英語Ⅰ 大学英語Ⅲ 大学英語Ⅳ 大学英語Ⅵ大学英語Ⅴ
英語Certificate

グリーンイノベーション履修プログラム（CP2, 3, 5, 10, 11）

確率統計(CP4）
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学修成果の評価の方針（アセスメント・ポリシー） 

総合環境理工学部は，以下の指針をもとに，学生が修得した知識，技能並びに思考力，表

現力，意欲を多面的に評価します。

1. 評価の内容

講義科目や演習科目では，知識とその応用力を評価します。実験・実習科目では，技能，

態度，コミュニケーション能力についても評価します。

2. 評価の方法

知識とその応用力に関しては，筆記試験や課題レポート等により評価します。また，科目

によっては外部試験（TOEIC，TOEFL，資格試験等）も評価に活用します。技能は実技試

験等，その他の能力は実習現場評価（レポート，ルーブリック，ワーク・プレイス・アセス

メントまたは自己評価等を取りまとめて）で評価します。

3. 評価の基準

筆記試験，実技試験は数値化して達成度を評価します。科目の成績は，次に示すレターグ

レード（S，A，B，C，D（不合格））で評価します。

レターグレードと評点，及び評価基準表

グレード 評点（100 点満点） 評価の基準

S 90 点以上 基本的な目標を十分に達成し，きわめて優秀

な成果をおさめている

A 80 点以上，90 点未満 基本的な目標を十分に達成している

B 70 点以上，80 点未満 基本的な目標を達成している

C 60 点以上，70 点未満 基本的な目標を最低限度達成している

D 60 点未満 基本的な目標を達成していない

4. Grade Point Average（GPA）

GPA による成績評価方法を導入し，学生個人及び科目の達成度の評価に利用します。ま

た，表彰制度や大学院進学等の進路指導に関する判断資料として活用します。

5. 再試験及び追試験

定期試験で，所定の到達目標に達しなかった場合は，再試験を行うことがあります。また

定期試験を何らかの正当な事由で受験できなかった場合は，追試験を行うことがあります。 

6. 出席条件

科目履修は全ての授業に出席して「学修」することが前提ですので，出席状況は評価の対

象にはなりません（出席点はありません）。また，実験・実習・演習等で全ての課題を修め

ることを条件とする科目においては，原則として欠席は認められません。

-設置の趣旨（資料）-51-

user
テキストボックス
資料14



7. 情報の開示

科目 GPA の情報を学生に公開します。また，個々の成績評価に関し，学生からの照会に

応じる体制を整備します。さらに，進級・卒業の要件の詳細は別に定めて明示するとともに，

その合否は学年当初に学生に通知します。

8. 点検と改善

評価方法の選定と基準の設定にあたっては，その妥当性，客観性並びに実現可能性を考慮

し，学務委員会にて定期的に見直しを行います。さらに，科目 GPA の平均値及び分布の状

況を学務委員会で点検し，教育内容及び教育方法の改善につなげます。 
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生物学

コース

１年 ２年 ３年 ４年
単
位
数

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

初年次ゼミ，
主題別/

スポーツ文化

14

英語
11

6

専門導入/分野横断 19

数理・データサイエン
ス・AI/数学/

物理学

26

32基礎

及び

専門基礎

発展

実験/
実習/演習

8

15
総合

単位数
10 10 11 11 11 13 10 10 10 12 5.5 5.5 4 3 2.5 2.5

131
20 22 24 20 22 11 7 5

総合環境理工学部 応用化学生物学科 生物学コース 履修モデル
養成する人材像：人間の健康維持や自然環境の保全及びバイオ生産などの諸課題に化学と生物学を総合した観点と高度なバイオ技術で取り組むことができる人材

英語文献セミナー（１）

初年次ゼミ
Ⅰ(1)

現代社会と政
治Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（２）

大学英語Ⅰ
（１）

現代社会と政
治Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

医学と健康Ⅰ
やスポーツ理
論Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（３）

秋田の自然と
文化など主題
別／スポーツ
文化科目（３）

現代社会と経
済Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

現代社会と経
済Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

基礎微分積分学
Ⅰ（１）

基礎微分積分学
Ⅱ（１）

基礎力学Ⅰ
（１）

基礎力学Ⅱ
（１）

基礎生物学Ⅰ
（１）

基礎生物学Ⅱ
（１）

応用化学生物学
概論Ⅰ（１）

応用化学生物学
概論Ⅱ（１）

英語
Certificate

（１）

科目名
（１）

必修科目

科目名
（１）

選択必修科目

科目名
（２）

選択科目

カッコ内は単位数

社会・保健
体育系

キャリア
形成系

数学系

情報系

物理系 化学系

語学系

生物系 地学系

総合系

グリーンＩＴを支
えるエレクトロニ
クスと材料（１）

地球の環境
（１）

外国文献講読（１） 発展英語文献セミナー（１）

基礎線形代数Ⅰ
（１）

基礎線形代数Ⅱ
（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅰ

（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅱ

（１）

基礎生物学Ⅲ
（１）

基礎生物学Ⅳ
（１）

基礎化学Ⅰ
（１）

基礎化学Ⅱ
（１）

基礎化学Ⅲ
（１）

基礎化学Ⅳ
（１）

基礎情報学
（１）

基礎ＡＩ学
（１）

環境安全科学Ⅰ
（１）

環境安全科学Ⅱ
（１）

生化学Ⅰ（１） 生化学Ⅱ（１）

有機化学Ⅰ
（１）

有機化学Ⅱ
（１）

生化学Ⅲ（１） 生化学Ⅳ（１）

物理化学Ⅰ
（１）

物理化学Ⅱ
（１）

物理化学Ⅲ
（１）

化学工学概論
（１）

分子生物学Ⅰ
（１）

分子生物学Ⅱ
（１）

分子生物学Ⅲ
（１）

分子生物学Ⅳ
（１）

分析化学Ⅰ
（１）

分析化学Ⅱ
（１）

機器分析学Ⅰ
（１）

機器分析学Ⅱ
（１）

無機化学Ⅰ
（１）

無機化学Ⅱ
（１）

高分子化学Ⅰ
（１）

高分子化学Ⅱ
（１）

生理学Ⅰ（１） 生理学Ⅱ（１）

細胞生物学Ⅰ
（１）

細胞生物学Ⅱ
（１）

生化学Ⅴ（１） 生化学Ⅵ（１）

応用有機化学Ⅱ
（１）

生体防御学Ⅰ
（１）

生体防御学Ⅱ
（１）

有機材料科学
（１）

環境有機材料科
学（１）

生理学Ⅲ（１） 生理学Ⅳ（１）

細胞生物学Ⅲ
（１）

細胞生物学Ⅳ
（１）

植物生物学Ⅰ
（１）

植物生物学Ⅱ
（１）

生体分子科学Ⅰ
（１）

生体分子科学Ⅱ
（１）

生物化学工学Ⅰ
（１）

生物化学工学Ⅱ
（１）

有機化学Ⅲ
（１）

有機化学Ⅳ
（１）

無機材料科学Ⅰ
（１）

無機材料科学Ⅱ
（１）

応用有機化学Ⅰ
（１）

基礎微分積分学
Ⅲ（１）

基礎微分積分学
Ⅳ（１）

応用化学生物学実験Ⅰ（２） 応用化学生物学実験Ⅱ（２）

卒業課題研究（８）

科学技術者
倫理（１）

総合環境理工学セミナー
（１）

インターン
シップⅠ（１）

化学実験専門基礎（１）基礎生物学実験
（１）

基礎化学実験
（１）

生物学実験専門基礎（１） 生物学研究概論
（１）

有機・高分子化
学研究概論
（１）

応用化学生物学配属実習（２）

内容

データサイエンス
リテラシー概論

（１）

初年次ゼミ
Ⅱ(1)

基礎英語
（１）

大学英語Ⅱ
（１）

大学英語Ⅲ
（１）

大学英語Ⅳ
（１）

大学英語Ⅴ
（１）

大学英語Ⅵ
（１）

※データサイ
エンスリテラ
シー概論(1)を

含む

情報セキュリティ
基礎（１）

情報セキュリティ
実践（１）

データサイエンス（2） 機械学習（2）

ﾃﾞｰﾀ駆動型ｻｲｴ
ﾝｽのﾌﾟﾗｸﾃｨｽ（１）

確率統計(  ２）
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総合環境理工学部 応用化学生物学科 有機・高分子化学コース 履修モデル

有機・高分子

化学コース

１年 ２年 ３年 ４年
単
位
数

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

初年次ゼミ，
主題別/

スポーツ文化

14

英語
11

6

専門導入/分野横断 19

数理・データサイエン
ス・AI/数学/

物理学

27

30
基礎

及び

専門基礎

発展

実験/
実習/演習

8

16
総合

単位数
10 10 11 11 11 13 10 10 10 12 5.5 5.5 4 3 2.5 2.5

131
20 22 24 20 22 11 7 5

内容

英語文献セミナー（１）

現代社会と政
治Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（２）

現代社会と政
治Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

医学と健康Ⅰ
やスポーツ理
論Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（３）

秋田の自然と
文化など主題
別／スポーツ
文化科目（３）

現代社会と経
済Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

現代社会と経
済Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

基礎微分積分学
Ⅰ（１）

基礎微分積分学
Ⅱ（１）

基礎力学Ⅰ
（１）

基礎力学Ⅱ
（１）

基礎生物学Ⅰ
（１）

基礎生物学Ⅱ
（１）

応用化学生物学
概論Ⅰ（１）

応用化学生物学
概論Ⅱ（１）

応用化学生物学実験Ⅰ（２） 応用化学生物学実験Ⅱ（２）

卒業課題研究（８）

科学技術者
倫理（１）

総合環境理工学セミナー
（１）

インターン
シップⅠ（１）

科目名
（１）

必修科目

科目名
（１）

選択必修科目

科目名
（２）

選択科目

カッコ内は単位数

社会・保健
体育系

キャリア
形成系

数学系

情報系

物理系 化学系

語学系

生物系 地学系

総合系

外国文献講読（１） 発展英語文献セミナー（１）

化学実験専門基礎（１）

基礎線形代数Ⅰ
（１）

基礎線形代数Ⅱ
（１）

基礎線形代数Ⅲ
（１）

基礎線形代数Ⅳ
（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅰ

（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅱ

（１）

基礎生物学Ⅲ
（１）

基礎生物学Ⅳ
（１）

基礎化学Ⅰ
（１）

基礎化学Ⅱ
（１）

基礎化学Ⅲ
（１）

基礎化学Ⅳ
（１）

基礎生物学実験
（１）

基礎化学実験
（１）

基礎情報学
（１）

基礎ＡＩ学
（１）

環境安全科学Ⅰ
（１）

環境安全科学Ⅱ
（１）

生物学実験専門基礎（１）

生化学Ⅰ（１） 生化学Ⅱ（１）

有機化学Ⅰ
（１）

有機化学Ⅱ
（１）

生化学Ⅲ（１） 生化学Ⅳ（１）

物理化学Ⅰ
（１）

物理化学Ⅱ
（１）

物理化学Ⅲ
（１）

化学工学概論
（１）

分子生物学Ⅰ
（１）

分子生物学Ⅱ
（１）

分子生物学Ⅲ
（１）

分子生物学Ⅳ
（１）

分析化学Ⅰ
（１）

分析化学Ⅱ
（１）

機器分析学Ⅰ
（１）

機器分析学Ⅱ
（１）

無機化学Ⅰ
（１）

無機化学Ⅱ
（１）

生物学研究概論
（１）

有機・高分子化
学研究概論
（１）

応用化学研究概
論（１）

高分子化学Ⅰ
（１）

高分子化学Ⅱ
（１）

電気化学Ⅰ
（１）

電気化学Ⅱ
（１）

触媒表面化学
（１）

環境触媒化学
（１）

生化学Ⅴ（１） 生化学Ⅵ（１）

応用有機化学Ⅱ
（１）

有機材料科学
（１）

化学プロセス工
学Ⅰ（１）

化学プロセス工
学Ⅱ（１）

生体分子科学Ⅱ
（１）

生物化学工学Ⅰ
（１）

生物化学工学Ⅱ
（１）

エネルギー化学工
学Ⅰ（１）

エネルギー化学工
学Ⅱ（１）

応用化学生物学配属実習（２）

有機化学Ⅲ
（１）

有機化学Ⅳ
（１）

無機材料科学Ⅰ
（１）

無機材料科学Ⅱ
（１）

応用有機化学Ⅰ
（１）

環境無機プロセ
ス化学（１）

化学工学基礎
（１）

養成する人材像：医薬品や農薬及び化学素材の製造業，食品産業，検査・分析機関などの現場で化学と生物学を総合した観点と化学と生物学の複合専門技術で貢献できる人材

環境機能設計学
（１）

グリーンＩＴを支
えるエレクトロニ
クスと材料（１）

地球の環境
（１）

データサイエンス
リテラシー概論

（１）

初年次ゼミ
Ⅰ(1)

大学英語Ⅰ
（１）

英語
Certificate

（１）

初年次ゼミ
Ⅱ(1)

基礎英語
（１）

大学英語Ⅱ
（１）

大学英語Ⅲ
（１）

大学英語Ⅳ
（１）

大学英語Ⅴ
（１）

大学英語Ⅵ
（１）

※データサイ
エンスリテラ
シー概論(1)を

含む

環境有機材料科
学（１）

生体分子科学Ⅰ
（１）

情報セキュリティ
基礎（１）

情報セキュリティ
実践（１）

データサイエンス（2） 機械学習（2）

ﾃﾞｰﾀ駆動型ｻｲｴ
ﾝｽのﾌﾟﾗｸﾃｨｽ（１）

確率統計(  ２）
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応用化学

コース

１年 ２年 ３年 ４年
単
位
数

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

初年次ゼミ，
主題別/

スポーツ文化

14

英語
11

6

専門導入/分野横断 19

数理・データサイエン
ス・AI/数学/

物理学

27

31
基礎

及び

専門基礎

発展

実験/
実習/演習

8

15
総合

単位数
10 10 11 11 11 13 10 10 9 12 6.5 5.5 4 3 2.5 2.5

131
20 22 24 20 21 12 7 5

総合環境理工学部 応用化学生物学科 応用化学コース 履修モデル
養成する人材像：クリーンエネルギーの創出や環境浄化及び脱炭素化社会の実現などの諸課題に化学と生物学を総合した観点と高度な化学技術で取り組むことができる人材

英語文献セミナー（１）

現代社会と政
治Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（２）

現代社会と政
治Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

医学と健康Ⅰ
やスポーツ理
論Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（３）

秋田の自然と
文化など主題
別／スポーツ
文化科目（３）

現代社会と経
済Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

現代社会と経
済Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

基礎微分積分学
Ⅰ（１）

基礎微分積分学
Ⅱ（１）

基礎力学Ⅰ
（１）

基礎力学Ⅱ
（１）

基礎生物学Ⅰ
（１）

基礎生物学Ⅱ
（１）

応用化学生物学
概論Ⅰ（１）

応用化学生物学
概論Ⅱ（１）

応用化学生物学実験Ⅰ（２） 応用化学生物学実験Ⅱ（２）

卒業課題研究（８）

科学技術者
倫理（１）

総合環境理工学セミナー
（１）

インターン
シップⅠ（１）

科目名
（１）

必修科目

科目名
（１）

選択必修科目

科目名
（２）

選択科目

カッコ内は単位数

社会・保健
体育系

キャリア
形成系

数学系

情報系

物理系 化学系

語学系

生物系 地学系

総合系

外国文献講読（１） 発展英語文献セミナー（１）

化学実験専門基礎（１）

基礎線形代数Ⅰ
（１）

基礎線形代数Ⅱ
（１）

基礎電磁気学Ⅰ
（１）

基礎電磁気学Ⅱ
（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅰ

（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅱ

（１）

基礎生物学Ⅲ
（１）

基礎生物学Ⅳ
（１）

基礎化学Ⅰ
（１）

基礎化学Ⅱ
（１）

基礎化学Ⅲ
（１）

基礎化学Ⅳ
（１）

基礎生物学実験
（１）

基礎化学実験
（１）

基礎情報学
（１）

基礎ＡＩ学
（１）

環境安全科学Ⅰ
（１）

環境安全科学Ⅱ
（１）

生物学実験専門基礎（１）

生化学Ⅰ（１） 生化学Ⅱ（１）

有機化学Ⅰ
（１）

有機化学Ⅱ
（１）

生化学Ⅲ（１） 生化学Ⅳ（１）

物理化学Ⅰ
（１）

物理化学Ⅱ
（１）

物理化学Ⅲ
（１）

化学工学概論
（１）

分子生物学Ⅰ
（１）

分子生物学Ⅱ
（１）

分子生物学Ⅲ
（１）

分子生物学Ⅳ
（１）

分析化学Ⅰ
（１）

分析化学Ⅱ
（１）

機器分析学Ⅰ
（１）

機器分析学Ⅱ
（１）

無機化学Ⅰ
（１）

無機化学Ⅱ
（１）

有機・高分子化
学研究概論
（１）

応用化学研究概
論（１）

高分子化学Ⅰ
（１）

高分子化学Ⅱ
（１）

電気化学Ⅰ
（１）

電気化学Ⅱ
（１）

触媒表面化学
（１）

環境触媒化学
（１）

応用有機化学Ⅱ
（１）

反応工学（１）

移動現象論Ⅰ
（１）

有機材料科学
（１）

環境有機材料科
学（１）

化学プロセス工
学Ⅰ（１）

化学プロセス工
学Ⅱ（１）

エネルギー変換材
料科学Ⅰ（１）

エネルギー変換材
料科学Ⅱ（１）

生物化学工学Ⅰ
（１）

生物化学工学Ⅱ
（１）

移動現象論Ⅱ
（１）

エネルギー化学工
学Ⅰ（１）

エネルギー化学工
学Ⅱ（１）

応用化学生物学配属実習（２）

有機化学Ⅲ
（１）

有機化学Ⅳ
（１）

無機材料科学Ⅰ
（１）

無機材料科学Ⅱ
（１）

応用有機化学Ⅰ
（１）

化学工学基礎
（１）

環境無機プロセ
ス化学（１）

環境機能設計学
（１）

内容

グリーンＩＴを支
えるエレクトロニ
クスと材料（１）

地球の環境
（１）

データサイエンス
リテラシー概論

（１）

初年次ゼミ
Ⅰ(1)

大学英語Ⅰ
（１）

英語
Certificate

（１）

初年次ゼミ
Ⅱ(1)

基礎英語
（１）

大学英語Ⅱ
（１）

大学英語Ⅲ
（１）

大学英語Ⅳ
（１）

大学英語Ⅴ
（１）

大学英語Ⅵ
（１）

※データサイ
エンスリテラ
シー概論(1)を

含む

情報セキュリティ
基礎（１）

情報セキュリティ
実践（１）

データサイエンス（2） 機械学習（2）

ﾃﾞｰﾀ駆動型ｻｲｴ
ﾝｽのﾌﾟﾗｸﾃｨｽ（１）

確率統計(  ２）
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数理科学・

地球環境学コース

１年 ２年 ３年 ４年
単
位
数

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

初年次ゼミ，
主題別/

スポーツ文化

14

英語 11

専門導入/分野横断 6

数学/数理・

データサイエンス・AI
25

物理/化学/

基礎実験
7

基礎

25

22

発展

実験/実習/演習

7

11

総合

単位数
9 9 10 9 11.5 11.5 10.5 9.5 10 12 9 7 3.5 2.5 2 2

128
18 19 23 20 22 16 6 4

内容

外国文献講読（１）

医学と健康Ⅰ
やスポーツ理
論Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（３）

秋田の自然と
文化など主題
別／スポーツ
文化科目（３）

現代社会と経
済Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

現代社会と経
済Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

基礎情報学
（１）

基礎ＡＩ学
（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅰ

（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅱ

（１）

科目名
（１）

必修科目

科目名
（１）

選択必修科目

科目名
（２）

選択科目

カッコ内は単位数

社会・保健
体育系

キャリア
形成系

数学系

情報系

物理系 化学系

語学系

生物系 地学系

総合系

環境と健康を支
える生物学
（１）

持続可能な社会
を支える化学

（１）

科学研究のクリティカル
シンキング（２）

微分方程式
（２）

複素解析（２）

養成する人材像：数学と自然科学の基礎を身につけ，デジタル社会の実現や地球環境の諸課題に取り組む人材

総合環境理工学部 環境数物科学科 数理科学･地球環境学コース （数理系） 履修モデル

卒業課題研究（８）

科学技術者
倫理（１）

総合環境理工学セミナー
（１）

インターン
シップⅠ
（１）

情報セキュリティ
基礎（１）

情報セキュリティ
実践（１）

データサイエンス
リテラシー概論

（１）

データサイエンス（2） 機械学習（2）

地球の環境
（１）

グリーンITを支
えるエレクトロ
ニクスと材料

（１）

初年次ゼミ
Ⅰ(1)

大学英語Ⅰ
（１）

英語
Certificate

（１）

初年次ゼミ
Ⅱ(1)

基礎英語
（１）

大学英語Ⅱ
（１）

大学英語Ⅲ
（１）

大学英語Ⅳ
（１）

大学英語Ⅴ
（１）

大学英語Ⅵ
（１）

ﾃﾞｰﾀ駆動型ｻｲｴ
ﾝｽのﾌﾟﾗｸﾃｨｽ（１）

※データサイ
エンスリテラ
シー概論(1)を

含む

基礎線形代数Ⅰ
（１）

基礎線形代数Ⅱ
（１）

基礎線形代数Ⅲ
（１）

基礎線形代数Ⅳ
（１）

多変数微分積分
学Ⅰ（１）

多変数微分積分
学Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅰ（１）

基礎微分積分学
Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅲ（１）

基礎微分積分学
Ⅳ（１）

数学入門（２）

確率統計（２）

基礎力学Ⅰ
（１）

基礎力学Ⅱ
（１）

基礎電磁気学Ⅰ
（１）

基礎電磁気学Ⅱ
（１）

基礎物理学実
験（１）

電気磁気学Ⅰ 
（２）

電子材料学
（２）

結晶材料学Ⅰ
（２）

量子論入門
（２） 解析力学（２）

量子論基礎
（２）

量子論応用
（２）

量子情報科学
（２）

基礎化学Ⅰ
（１）

基礎化学II 
(１）

地球科学（２）

地球環境学
（１）

地球環境の数理
（２）

地球物質科学
（２）

位相空間論
（２）

解析学Ⅲ（２）

環と加群（２）
暗号の数理
（２）

解析学I（２）

組合せ数学
（２）

群論（２）

初等整数論
（２）

グラフ理論
（２）

解析学II（２）

数理科学実験（１）

プログラミング実習Ⅰ
（１）

プログラミング実習Ⅱ 
（１）

数理科学セミナー（１）

数地リテラシー演習（１）

プログラミング実習III
（１）

プログラミング実習IV
（１）

現代社会と政
治Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（２）

現代社会と政
治Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

形の数理（２）
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数理科学・

地球環境学コース

１年 ２年 ３年 ４年
単
位
数

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

初年次ゼミ，
主題別/

スポーツ文化

14

英語 11

専門導入/分野横断 6

数学/数理・

データサイエンス・AI
25

物理/化学/

基礎実験
7

基礎

27

18

発展

実験/実習/演習

8

11

総合

単位数
9 9 10 9 11.5 11.5 10.5 9.5 11 9 8.5 8.5 3.5 2.5 2 2

127
18 19 23 20 20 17 6 4

内容

基礎線形代数Ⅰ
（１）

外国文献講読（１）

医学と健康Ⅰ
やスポーツ理
論Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（３）

秋田の自然と
文化など主題
別／スポーツ
文化科目（３）

現代社会と経
済Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

現代社会と経
済Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

基礎線形代数Ⅱ
（１）

基礎線形代数Ⅲ
（１）

基礎線形代数Ⅳ
（１）

多変数微分積分
学Ⅰ（１）

多変数微分積分
学Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅰ（１）

基礎微分積分学
Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅲ（１）

基礎微分積分学
Ⅳ（１）

基礎情報学
（１）

基礎ＡＩ学
（１）

基礎力学Ⅰ
（１）

基礎力学Ⅱ
（１）

基礎電磁気学Ⅰ
（１）

基礎電磁気学Ⅱ
（１）

基礎物理学実
験（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅰ

（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅱ

（１）

電気磁気学Ⅰ 
（２）

電子材料学
（２）

結晶材料学Ⅰ
（２）

量子論入門
（２）

位相空間論
（２）

量子論基礎
（２）

量子情報科学
（２）

科目名
（１）

必修科目

科目名
（１）

選択必修科目

科目名
（２）

選択科目

カッコ内は単位数

社会・保健
体育系

キャリア
形成系

数学系

情報系

物理系 化学系

語学系

生物系 地学系

総合系

環境と健康を支
える生物学
（１）

持続可能な社会
を支える化学

（１）

数学入門（２）

科学研究のクリティカル
シンキング（２）

確率統計（２）

地球科学（２）

地球環境学
（１）

微分方程式
（２） 複素解析（２）

解析学I（２）

組合せ数学
（２）

初等整数論
（２）

地球環境の数理
（２）

地球物質科学
（２）

地球化学
（２）環境物理化学

（２）
環境化学工学I

（１）

環境化学工学II
（１）

環境移動現象論
（１）

環境プロセス工
学（１）

地球環境と資源
（２）

地球環境と材料
（２）

基礎化学Ⅰ
（１）

基礎化学II 
(１）

結晶材料学II
（２）

養成する人材像：数学と自然科学の基礎を身につけ，デジタル社会の実現や地球環境の諸課題に取り組む人材

総合環境理工学部 環境数物科学科 数理科学･地球環境学コース （地球系） 履修モデル

地球科学実習（１）

卒業課題研究（８）

科学技術者
倫理（１）

総合環境理工学セミナー
（１）

プログラミング実習Ⅰ
（１）

プログラミング実習Ⅱ 
（１）

インターン
シップⅠ
（１）

地球科学セミナー（１）

環境ﾌﾟﾛｾｽ工学演習（１）

熱力学（２）

情報セキュリティ
基礎（１）

情報セキュリティ
実践（１）

プログラミング実習III
（１）

プログラミング実習IV
（１）

データサイエンス
リテラシー概論

（１）

データサイエンス（2） 機械学習（2）

地球の環境
（１）

グリーンITを支
えるエレクトロ
ニクスと材料

（１）

初年次ゼミ
Ⅰ(1)

大学英語Ⅰ
（１）

英語
Certificate

（１）

初年次ゼミ
Ⅱ(1)

基礎英語
（１）

大学英語Ⅱ
（１）

大学英語Ⅲ
（１）

大学英語Ⅳ
（１）

大学英語Ⅴ
（１）

大学英語Ⅵ
（１）

ﾃﾞｰﾀ駆動型ｻｲｴ
ﾝｽのﾌﾟﾗｸﾃｨｽ（１）

※データサイ
エンスリテラ
シー概論(1)を

含む

数地リテラシー演習（１）

現代社会と政
治Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（２）

現代社会と政
治Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

-設置の趣旨（資料）-57-



総合環境理工学部 環境数物科学科 機能デバイス物理コース（材料系） 履修モデル

機能デバイス

物理コース

１年 ２年 ３年 ４年
単
位
数

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

初年次ゼミ，
主題別/

スポーツ文化

14

英語 11

専門導入/

分野横断
6

数学/数理・

データサイエンス・
AI

25

物理/化学/

基礎実験

7

19

基礎

28

発展

実験/実習/演習

7

11

総合

単位数
9 9 10 9 11.5 11.5 9 10 9 11 9.5 9.5 3.5 2.5 2 2

128
18 19 23 19 20 19 6 4

内容

基礎線形代数Ⅰ
（１）

外国文献講読（１）

養成する人材像：物理学の知識とその応用方法を身につけ，グリーン社会の実現や情報通信技術の高度化に取り組む人材

医学と健康Ⅰ
やスポーツ理
論Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（３）

秋田の自然と
文化など主題
別／スポーツ
文化科目（３）

現代社会と経
済Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

現代社会と経
済Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

基礎線形代数Ⅱ
（１）

基礎線形代数Ⅲ
（１）

基礎線形代数Ⅳ
（１）

多変数微分積分
学Ⅰ（１）

多変数微分積分
学Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅰ（１）

基礎微分積分学
Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅲ（１）

基礎微分積分学
Ⅳ（１）

基礎力学Ⅰ
（１）

基礎力学Ⅱ
（１）

基礎電磁気学Ⅰ
（１）

基礎電磁気学Ⅱ
（１）

基礎化学Ⅰ
（１）

基礎化学Ⅱ
（１）

基礎物理学実
験（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅰ

（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅱ

（１）

電気磁気学Ⅰ 
（２）

電子材料学
（２）

結晶材料学Ⅰ
（２）

量子論入門
（２）

電子回路学Ⅱ
（１）

線形回路学Ⅰ
（２）

熱力学（２）
電子回路学Ⅰ

（１）

卒業課題研究（８）

科学技術者
倫理（１）

総合環境理工学セミナー
（１）

インターン
シップⅠ
（１）

電気磁気学Ⅱ
（２）

線形回路学Ⅱ
（２）

結晶材料学Ⅱ
（２）

電子物性学
（２）

ナノ磁性材料学
（２）

材料計測学
（２）

半導体ﾃ゙ ﾊ゙ ｲｽ
（２）

光物性学（２）

電子回路学Ⅲ
（２）

環境適合機能デ
バイスⅡ（１）

科目名
（１）

必修科目

科目名
（１）

選択必修科目

科目名
（２）

選択科目

カッコ内は単位数

社会・保健
体育系

キャリア
形成系

数学系

情報系

物理系 化学系

語学系

生物系 地学系

総合系

地球の環境
（１）

グリーンITを支
えるエレクトロ
ニクスと材料

（１）

環境と健康を支
える生物学
（１）

持続可能な社会
を支える化学

（１）

数学入門（２）

科学研究のクリティカル
シンキング（２）

確率統計（２）

地球科学（２）
地球環境学
（１）

ナノ機能材料学
（２）

環境適合機能デ
バイスⅠ（１）

真空理工学
（２）

地球物質科学
（２）

環境電子計測学
（２）

微分方程式
（２） 複素解析（２） 情報セキュリティ

基礎（１）
情報セキュリティ

実践（１）

材料科学セミナー（１）電子材料実験Ⅰ（１）

プログラミング実習Ⅲ
（１）

電子材料実験Ⅱ（１）

プログラミング実習Ⅰ
（１）

プログラミング実習Ⅱ 
（１）

プログラミング実習Ⅳ
（１）

データサイエンス（2） 機械学習（2）

ﾃﾞｰﾀ駆動型ｻｲｴ
ﾝｽのﾌﾟﾗｸﾃｨｽ（１）

※データサイ
エンスリテラ
シー概論(1)を

含む

基礎情報学
（１）

基礎ＡＩ学
（１）

データサイエンス
リテラシー概論

（１）

初年次ゼミ
Ⅰ(1)

大学英語Ⅰ
（１）

英語
Certificate

（１）

初年次ゼミ
Ⅱ(1)

基礎英語
（１）

大学英語Ⅱ
（１）

大学英語Ⅲ
（１）

大学英語Ⅳ
（１）

大学英語Ⅴ
（１）

大学英語Ⅵ
（１）

現代社会と政
治Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（２）

現代社会と政
治Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）
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総合環境理工学部 環境数物科学科 機能デバイス物理コース（電子系） 履修モデル

機能デバイス

物理コース

１年 ２年 ３年 ４年
単
位
数

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

初年次ゼミ，
主題別/

スポーツ文化

14

英語 11

専門導入/

分野横断
6

数学/数理・

データサイエンス・
AI

25

物理/化学/

基礎実験

7

19

基礎

30

発展

実験/実習/演習

7

11

総合

単位数
9 9 10 9 11.5 11.5 11 8 9 11 11.5 9.5 3.5 2.5 2 2

130
18 19 23 19 20 21 6 4

内容

基礎線形代数Ⅰ
（１）

外国文献講読（１）

医学と健康Ⅰ
やスポーツ理
論Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（３）

秋田の自然と
文化など主題
別／スポーツ
文化科目（３）

現代社会と経
済Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

現代社会と経
済Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

基礎線形代数Ⅱ
（１）

基礎線形代数Ⅲ
（１）

基礎線形代数Ⅳ
（１）

多変数微分積分
学Ⅰ（１）

多変数微分積分
学Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅰ（１）

基礎微分積分学
Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅲ（１）

基礎微分積分学
Ⅳ（１）

基礎力学Ⅰ
（１）

基礎力学Ⅱ
（１）

基礎電磁気学Ⅰ
（１）

基礎電磁気学Ⅱ
（１）

基礎化学Ⅰ
（１）

基礎物理学実
験（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅰ

（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅱ

（１）

電気磁気学Ⅰ 
（２）

電子材料学
（２）

結晶材料学Ⅰ
（２）

量子論入門
（２）

ナノ機能材料学
（２）

線形回路学Ⅱ
（２）

卒業課題研究（８）

科学技術者
倫理（１）

総合環境理工学セミナー
（１）

電子物性学
（２）

電磁波ｴﾚｸﾄﾛﾆ
ｸｽ（２）

光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
（２）

電子回路学Ⅲ
（２）

半導体デバイス
（２）

環境電子計測学
（２）

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換ﾃﾞ
ﾊﾞｲｽ（２）

ﾃﾞﾊﾞｲｽ通信ｼｽ
ﾃﾑ（２）

集積情報回路学
（２）

科目名
（１）

必修科目

科目名
（１）

選択必修科目

科目名
（２）

選択科目

カッコ内は単位数

社会・保健
体育系

キャリア
形成系

数学系

情報系

物理系 化学系

語学系

生物系 地学系

総合系

環境と健康を支
える生物学
（１）

持続可能な社会
を支える化学

（１）

数学入門（２）

科学研究のクリティカル
シンキング（２）

確率統計（２）

地球科学（２）
地球環境学
（１）

解析学Ⅰ（２）

基礎化学Ⅱ
（１）

線形回路学Ⅰ
（２）

電気磁気学Ⅱ
（２）

電子回路学Ⅱ
（１）熱力学（２）

電子回路学Ⅰ
（１）

インターン
シップⅠ
（１）

養成する人材像：物理学の知識とその応用方法を身につけ，グリーン社会の実現や情報通信技術の高度化に取り組む人材

電気回路学Ⅴ
（２）

微分方程式
（２） 複素解析（２） 情報セキュリティ

基礎（１）
情報セキュリティ

実践（１）

電子材料実験Ⅰ（１）

プログラミング実習Ⅲ
（１）

電子材料実験Ⅱ（１）

プログラミング実習Ⅰ
（１）

プログラミング実習Ⅱ 
（１）

エレクトロニクスセミ
ナー（１）

プログラミング実習Ⅳ
（１）

環境適合機能デ
バイスⅡ（１）

環境適合機能デ
バイスⅠ（１）

データサイエンス（2） 機械学習（2）

地球の環境
（１）

グリーンITを支
えるエレクトロ
ニクスと材料

（１）

ﾃﾞｰﾀ駆動型ｻｲｴ
ﾝｽのﾌﾟﾗｸﾃｨｽ（１）

※データサイ
エンスリテラ
シー概論(1)を

含む

基礎情報学
（１）

基礎ＡＩ学
（１）

データサイエンス
リテラシー概論

（１）

初年次ゼミ
Ⅰ(1)

大学英語Ⅰ
（１）

英語
Certificate

（１）

初年次ゼミ
Ⅱ(1)

基礎英語
（１）

大学英語Ⅱ
（１）

大学英語Ⅲ
（１）

大学英語Ⅳ
（１）

大学英語Ⅴ
（１）

大学英語Ⅵ
（１）

現代社会と政
治Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（２）

現代社会と政
治Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

-設置の趣旨（資料）-59-



総合環境理工学部 社会システム工学科 モビリティコース 履修モデル

モビリティ

コース

１年 ２年 ３年 ４年
単
位
数

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

初年次ゼミ，
主題別/

スポーツ文化

14

英語 11

専門導入/

分野横断
9

数学/数理・

データサイエンス・
AI

25

物理/化学/

基礎実験

7

14

基礎

34

発展

実験/実習/演習
6

11
総合

単位数
9 9 10 9 9.5 11.5 10 10 10.5 7.5 13.5 10.5 4 3 2 2

131
18 19 21 20 18 24 7 4

内容

基礎線形代数Ⅰ
（１）

外国文献講読（１）

養成する人材像：モビリティ開発を取り巻く機械工学，材料工学に関する高い専門性と知識及び学際的教養に加え，自ら課題を発見し解決できる実践的能力を有する人材

医学と健康Ⅰ
やスポーツ理
論Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（３）

秋田の自然と
文化など主題
別／スポーツ
文化科目（３）

現代社会と経
済Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

現代社会と経
済Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

Introduction 
to 

Engineering 
for Social 
SystemsⅠ

（１）

Introduction 
to 

Engineering 
for Social 
SystemsⅡ

（１）

基礎線形代数Ⅱ
（１）

基礎線形代数Ⅲ
（１）

基礎線形代数Ⅳ
（１）

多変数微分積分
学Ⅰ（１）

多変数微分積分
学Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅰ（１）

基礎微分積分学
Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅲ（１）

基礎微分積分学
Ⅳ（１）

基礎情報学
（１）

基礎ＡＩ学
（１）

基礎力学Ⅰ
（１）

基礎力学Ⅱ
（１）

基礎電磁気学Ⅰ
（１）

基礎電磁気学Ⅱ
（１）

基礎化学Ⅰ
（１）

基礎化学Ⅱ
（１）

基礎物理学実
験（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅰ

（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅱ

（１）

応用解析学Ⅰ
（１）

応用解析学Ⅱ
（１）

応用解析学Ⅲ
（１）

応用解析学Ⅳ
（１）

材料力学Ⅰ
（１）

材料力学Ⅱ
（１）

流体力学Ⅰ
（１）

流体力学Ⅱ
（１）

金属材料学Ⅰ
（１）

金属材料学Ⅱ
（１）

電気回路学Ⅰ
（１）

電気回路学Ⅱ
（１）

熱力学Ⅰ (１） 熱力学Ⅱ (１）

流体力学Ⅳ 
（１）

機械力学Ⅰ 
（１）

機械力学Ⅱ
（１）

モビリティ実験実習Ⅰ（１）

機械製図（１）基礎数値解析実習（１）

モビリティ実験実習Ⅱ（１） モビリティ実験実習Ⅲ（１）

卒業課題研究（８）

科学技術者
倫理（１）

総合環境理工学セミナー（１）
インターン
シップⅠ
（１）

材料力学Ⅲ 
（１）

宇宙科学基礎
（１）

宇宙工学基礎
（１）

航空宇宙機設計
工学Ⅰ（１）

航空機構造力学
基礎Ⅱ（１）

航空宇宙機推進
工学（１）

制御システム学
Ⅱ（１）

モビリティ電動
化特論（１）

英語
certificate

（１）

科目名
（１）

必修科目

科目名
（１）

選択必修科目

科目名
（２）

選択科目

カッコ内は単位数

社会・保健
体育系

キャリア
形成系

数学系

情報系

物理系 化学系

語学系

生物系 地学系

総合系

地球の環境
（１）

グリーンＩＴを
支えるエレクト
ロニクス（１）

環境と健康を支
える生物学
（１）

持続可能な社会
を支える化学

（１）

材料物理学Ⅰ 
(１）

材料物理学Ⅱ 
(１）

流体力学Ⅲ 
（１）

制御システム学
Ⅰ（１）

機械力学Ⅲ 
（１）

伝熱工学(１）

洋上風力発電学（２）

計算力学Ⅰ 
(１）

計算力学Ⅱ 
(１）

ＣＡＤデザイン（１）

モビリティ工学セミナー(１）

プロジェクトマネジ
メント概論（１）

航空機構造力学
基礎Ⅰ（１）

航空宇宙機設計
工学Ⅱ （１）

航空宇宙ダイナ
ミクスⅠ（１）

航空宇宙ダイナ
ミクスⅡ（１）

環境適合デザ
イン学Ⅰ (１）

環境適合デザ
イン学Ⅱ(１）

工業物理
（１）

応用電気磁気学
（１）

計測工学（１）
計測システム工

学（１）
固体物理基礎Ⅰ 

（１）
固体物理基礎Ⅱ

（１）

電気回路学Ⅲ
（２）

電気回路学Ⅳ
（２）

先進材料プロセ
ス学Ⅰ （１）

先進材料プロセ
ス学Ⅱ（１）

計算材料科学Ⅰ 
（１）

計算材料科学Ⅱ
（１）

データサイエンス（2） 機械学習（2）データサイエンスリテ
ラシー概論（１)

基礎英語
（１）

初年次ゼミ
Ⅰ(1)

大学英語Ⅰ
（１）

初年次ゼミ
Ⅱ(1)

大学英語Ⅱ
（１）

大学英語Ⅲ
（１）

大学英語Ⅳ
（１）

大学英語Ⅴ
（１）

大学英語Ⅵ
（１）

※データサイ
エンスリテラ
シー概論(1)を

含む

情報セキュリティ
基礎（１）

情報セキュリティ
実践（１）

ﾃﾞｰﾀ駆動型ｻｲｴ
ﾝｽのﾌﾟﾗｸﾃｨｽ（１）

現代社会と政
治Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（２）

現代社会と政
治Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

確率統計(  ２）
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総合環境理工学部 社会システム工学科 電気システムコース 履修モデル

電気システム

コース

１年 ２年 ３年 ４年
単
位
数

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

初年次ゼミ，
主題別/

スポーツ文化

14

英語 11

専門導入/

分野横断
9

数学/数理・

データサイエンス・
AI

25

物理/化学/

基礎実験

9

20

基礎

22

発展

実験/実習/演習

11

11

総合

単位数
9 9 10 9 9.5 11.5 11 11 8 10 13 8 5 4 2 2

132
18 19 21 22 18 21 9 4

内容

基礎線形代数Ⅰ
（１）

外国文献講読（１）

養成する人材像：電気システムに関する専門的な知識と技術をもとに、グリーン及びデジタル技術に関する知識を総合的に活用して、未来の社会システムの構築に貢献できる人材

医学と健康Ⅰ
やスポーツ理
論Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（３）

秋田の自然と
文化など主題
別／スポーツ
文化科目（３）

現代社会と経
済Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

現代社会と経
済Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

Introduction 
to 

Engineering 
for Social 
SystemsⅠ

（１）

Introduction 
to 

Engineering 
for Social 
SystemsⅡ

（１）

基礎線形代数Ⅱ
（１）

基礎線形代数Ⅲ
（１）

基礎線形代数Ⅳ
（１）

多変数微分積分
学Ⅰ（１）

多変数微分積分
学Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅰ（１）

基礎微分積分学
Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅲ（１）

基礎微分積分学
Ⅳ（１）

基礎情報学
（１）

基礎ＡＩ学
（１）

基礎力学Ⅰ
（１）

基礎力学Ⅱ
（１）

基礎電磁気学Ⅰ
（１）

基礎電磁気学Ⅱ
（１）

基礎化学Ⅰ
（１）

基礎化学Ⅱ
（１）

基礎物理学実
験（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅰ

（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅱ

（１）

応用解析学Ⅰ
（１）

応用解析学Ⅱ
（１）

応用解析学Ⅲ
（１）

応用解析学Ⅳ
（１）

材料力学Ⅰ
（１）

材料力学Ⅱ
（１）

流体力学Ⅰ
（１）

流体力学Ⅱ
（１）

金属材料学Ⅰ
（１）

金属材料学Ⅱ
（１）

電気回路学Ⅰ
（１）

電気回路学Ⅱ
（１）

電気回路学Ⅲ
（２）

電気回路学Ⅳ
（２）

電気回路学Ⅴ
（２）

電磁気学Ⅰ
（２）

電磁気学Ⅱ
（２）

電磁気学Ⅲ
（２）

電気システム学実験Ⅰ
（２）

電気システム学
プログラミング（１）

電気製図（２）

基礎数値解析実習（１）

電気システム学実験Ⅱ
（２）

電気システム学実験Ⅲ
（２）

卒業課題研究（８）

科学技術者
倫理（１）

総合環境理工学セミナー
（１）

インターン
シップⅠ
（１）

電気計測システ
ム学Ⅰ（１）

電気計測システ
ム学Ⅱ（１）

電気機器学Ⅰ
（１）

電気機器学Ⅱ
（１）

電力工学Ⅰ
（１）

電力工学Ⅱ
（１）

材料物理学Ⅰ
（１）

材料物理学Ⅱ 
（１）

パワーエレクト
ロニクスⅠ
（１）

パワーエレクト
ロニクスⅡ
（１）

電子回路学Ⅰ
（１）

電子回路学Ⅱ
（１）

電子回路学Ⅲ
（２）

電子物性学
（２）

半導体デバイス
（２）

制御システム学
Ⅰ（１）

制御システム学
Ⅱ（１）

電力システム学
Ⅰ（１）

電力システム学
Ⅱ（１）

電気材料学Ⅰ
（１）

電気材料学Ⅱ
（１）

モビリティ電動
化特論（１）

洋上風力発電学（２）

科目名
（１）

必修科目

科目名
（１）

選択必修科目

科目名
（２）

選択科目

カッコ内は単位数

社会・保健
体育系

キャリア
形成系

数学系

情報系

物理系 化学系

語学系

生物系 地学系

総合系

地球の環境
（１）

グリーンＩＴを
支えるエレクト
ロニクス（１）

環境と健康を支
える生物学
（１）

持続可能な社会
を支える化学

（１）

データサイエンス（2） 機械学習（2）データサイエンスリテ
ラシー概論（１)

電気システム学セミナー(１）

英語
certificate

（１）

基礎英語
（１）

初年次ゼミ
Ⅰ(1)

大学英語Ⅰ
（１）

初年次ゼミ
Ⅱ(1)

大学英語Ⅱ
（１）

大学英語Ⅲ
（１）

大学英語Ⅳ
（１）

大学英語Ⅴ
（１）

大学英語Ⅵ
（１）

※データサイ
エンスリテラ
シー概論(1)を

含む

情報セキュリティ
基礎（１）

情報セキュリティ
実践（１）

ﾃﾞｰﾀ駆動型ｻｲｴ
ﾝｽのﾌﾟﾗｸﾃｨｽ（１）

現代社会と政
治Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（２）

現代社会と政
治Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

確率統計(  ２）
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総合環境理工学部 社会システム工学科 社会基盤コース 履修モデル

社会基盤

コース

１年 ２年 ３年 ４年
単
位
数

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

初年次ゼミ，
主題別/

スポーツ文化

14

英語 11

専門導入/

分野横断
9

数学/数理・

データサイエンス・
AI

25

物理/化学/

基礎実験

9

10

基礎

36

発展

実験/実習/演習
6

11
総合

単位数
9 9 10 9 9.5 11.5 11 11 8 8 12.5 11.5 4 3 2 2

131
18 19 21 22 16 24 7 4

内容

基礎線形代数Ⅰ
（１）

外国文献講読（１）

養成する人材像：持続可能で強靭な地域社会の構築のために，質の高い地域社会の発展に資する社会基盤施設の設計，さらにその整備と維持管理を行える人材

医学と健康Ⅰ
やスポーツ理
論Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（３）

秋田の自然と
文化など主題
別／スポーツ
文化科目（３）

現代社会と経
済Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

現代社会と経
済Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

Introduction 
to 

Engineering 
for Social 
SystemsⅠ

（１）

Introduction 
to 

Engineering 
for Social 
SystemsⅡ

（１）

基礎線形代数Ⅱ
（１）

基礎線形代数Ⅲ
（１）

基礎線形代数Ⅳ
（１）

多変数微分積分
学Ⅰ（１）

多変数微分積分
学Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅰ（１）

基礎微分積分学
Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅲ（１）

基礎微分積分学
Ⅳ（１）

基礎情報学
（１）

基礎ＡＩ学
（１）

基礎力学Ⅰ
（１）

基礎力学Ⅱ
（１）

基礎電磁気学Ⅰ
（１）

基礎電磁気学Ⅱ
（１）

基礎化学Ⅰ
（１）

基礎化学Ⅱ
（１）

基礎物理学実
験（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅰ

（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅱ

（１）

応用解析学Ⅰ
（１）

応用解析学Ⅱ
（１）

応用解析学Ⅲ
（１）

応用解析学Ⅳ
（１）

材料力学Ⅰ
（１）

材料力学Ⅱ
（１）

流体力学Ⅰ
（１）

流体力学Ⅱ
（１）

金属材料学Ⅰ
（１）

金属材料学Ⅱ
（１）

電気回路学Ⅰ
（１）

電気回路学Ⅱ
（１）

構造力学Ⅰ
（１）

構造力学Ⅱ
（１）

水理学Ⅰ（１） 水理学Ⅱ（１）

社会基盤学セミナー（１）

基礎数値解析実習（１）

社会基盤学実験（１）

卒業課題研究（８）

科学技術者
倫理（１）

総合環境理工学セミナー（１）

インターン
シップⅠ
（１）

鋼構造設計学Ⅰ
（１）

モビリティ電動
化特論（１）

洋上風力発電学（２）

科目名
（１）

必修科目

科目名
（１）

選択必修科目

科目名
（２）

選択科目

カッコ内は単位数

社会・保健
体育系

キャリア
形成系

数学系

情報系

物理系 化学系

語学系

生物系 地学系

総合系

地球の環境
（１）

グリーンＩＴを
支えるエレクト
ロニクス（１）

環境と健康を支
える生物学
（１）

持続可能な社会
を支える化学

（１）

土質力学Ⅰ
（１）

土質力学Ⅱ
（１）

建設材料学Ⅰ
（１）

建設材料学Ⅱ
（１）

測量学Ⅰ（１） 測量学Ⅱ（１）

社会計画数理Ⅰ
（１）

社会計画数理Ⅱ
（１）

社会資本整備の
歴史（１）

国土計画と地域
開発（１）

土質力学演習（１）

構造力学Ⅲ
（１）

構造力学Ⅳ
（１）

水理学Ⅲ（１） 水理学Ⅳ（１）

地盤工学Ⅰ
（１）

地盤工学Ⅱ
（１）

都市システム計
画Ⅰ（１）

都市システム計
画Ⅱ（１）

交通システム計
画Ⅰ（１）

交通システム計
画Ⅱ（１）

コンクリート構
造工学Ⅰ（１）

コンクリート構
造工学Ⅱ（１）

測量実習（２）

海岸海洋工学Ⅰ
（１）

海岸海洋工学Ⅱ
（１）

鋼構造設計学Ⅱ
（１）

環境水理学Ⅰ
（１）

環境水理学Ⅱ
（１）

河川工学Ⅰ
（１）

河川工学Ⅱ
（１）

地盤防災工学Ⅰ
（１）

地盤防災工学Ⅱ
（１）

交通施設工学Ⅰ
（１）

交通施設工学Ⅱ
（１）

材料物理学Ⅰ
（１）

材料物理学Ⅱ
（１）

データサイエンス（2） 機械学習（2）データサイエンスリテ
ラシー概論（１)

英語
certificate

（１）

基礎英語
（１）

初年次ゼミ
Ⅰ(1)

大学英語Ⅰ
（１）

初年次ゼミ
Ⅱ(1)

大学英語Ⅱ
（１）

大学英語Ⅲ
（１）

大学英語Ⅳ
（１）

大学英語Ⅴ
（１）

大学英語Ⅵ
（１）

※データサイ
エンスリテラ
シー概論(1)を

含む

情報セキュリティ
基礎（１）

情報セキュリティ
実践（１）

ﾃﾞｰﾀ駆動型ｻｲｴ
ﾝｽのﾌﾟﾗｸﾃｨｽ（１）

現代社会と政
治Ⅰなど主題
別/スポーツ文
化科目（２）

現代社会と政
治Ⅱなど主題
別/スポーツ文
化科目（１）

確率統計(  ２）
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科目名 単位数 認定方法 認定単位数
修得すべき
単位数

認定単位数
修得すべき
単位数

認定単位数
修得すべき
単位数

初年次ゼミⅠ・II 2

主題別科目・スポーツ文
化科目

12

データサイエンスリテラ
シー概論

(1)
主題別科目

内数

大学英語Ⅰ～Ⅵ 6
英語certificate 1
基礎線形代数Ⅰ・Ⅱ 2 2 2 2
基礎線形代数Ⅲ・Ⅳ 2 2 2
基礎微分積分学Ⅰ・Ⅱ 2 2 2 2
基礎微分積分学Ⅲ・Ⅳ 2 2 2
多変数微分積分学Ⅰ・Ⅱ 2 2 2
基礎力学Ⅰ・Ⅱ 2 2 2 2
基礎電磁気学Ⅰ・Ⅱ 2 2 2
基礎化学Ⅰ・Ⅱ 2 2 2 2
基礎化学Ⅲ・Ⅳ 2 2
基礎生物学Ⅰ・Ⅱ 2 2
基礎生物学Ⅲ・Ⅳ 2 2
基礎英語 1 1 1 1
基礎物理学実験 1 1 1
基礎化学実験 1 1
基礎生物学実験 1 1
基礎情報学 1 1 1 1
基礎ＡＩ学 1 1 1 1

19 20 20
地球の環境 1 1 1
環境と健康を支える生物学 1 1 1
グリーンITを支えるエレク
トロニクスと材料

1 1 1 1

地球の環境 1 1 1 1
グリーン社会システム概論
Ⅰ

1 1 1 1

グリーン社会システム概論
Ⅱ

1 1 1 1

各学科毎に一括
認定

24 8 13

28 14 19
コース専
門科目

各コース毎に個
別認定

コースによ
り異なる

コースによ
り異なる

コースによ
り異なる

コースによ
り異なる

コースによ
り異なる

コースによ
り異なる

学部共通
専門科目

0 15 0 15 0 15

学部・学
科共通・
コース専
門科目

各コース毎に個
別認定

コースによ
り異なる

コースによ
り異なる

コースによ
り異なる

コースによ
り異なる

コースによ
り異なる

コースによ
り異なる

69+個別認定
124－(69
＋個別認
定)

56+個別認定
124－(56
＋個別認定
単位)

61+個別認定
124－(61
＋個別認
定)

合計

専門教育・学科共通科目計

その他2年次までに開講される必修
科目

必修科目

必修科目（3年次以降開講）

選択科目

基礎教育科目

学科

科目類

基礎教育科目計

専門
教育
科目

教養教育科目

【総合環境理工学部】3年次編入学生の修得すべき単位数について

第3年次編入学生が卒業までに修得すべき単位及び修得済みと認定する単位数は次の通りとする。

学科共通
科目

0 0 0

全学科共通一括
認定

21 0

各学科毎に一括
認定 0 0 0

全学科共通一括
認定

応用化学生物学科 環境数物科学科 社会システム工学科

21 0 21 0
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総合環境理工学部 社会システム工学科 電気システムコース 編入学生の履修モデル例

電気システム

コース

１年 ２年 ３年 ４年
単
位
数

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

初年次ゼミ，
主題別/

スポーツ文化

15

英語 11

専門導入/

分野横断
9

数学/数理・

データサイエンス・
AI

23

物理/化学/

基礎実験

9

20

基礎

22

発展

実験/実習/演習

11

11

総合

単位数

一括認定

10
一括認定

11
一括認定

10.5
一括認定

8.5
一括認定

8.5
一括認定

8.5
一括 2
個別 9

一括 2
個別 9

8 10 13 8 5 4 2 2

131

21 19 17 22 18 21 9 4

内容

基礎線形代数Ⅰ
（１）

外国文献講読（１）

主題別科目（１０）

Introduction 
to 

Engineering 
for Social 
SystemsⅠ

（１）

Introduction 
to 

Engineering 
for Social 
SystemsⅡ

（１）

基礎線形代数Ⅱ
（１）

基礎線形代数Ⅲ
（１）

基礎線形代数Ⅳ
（１）

多変数微分積分
学Ⅰ（１）

多変数微分積分
学Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅰ（１）

基礎微分積分学
Ⅱ（１）

基礎微分積分学
Ⅲ（１）

基礎微分積分学
Ⅳ（１）

基礎情報学
（１）

基礎ＡＩ学
（１）

基礎力学Ⅰ
（１）

基礎力学Ⅱ
（１）

基礎電磁気学Ⅰ
（１）

基礎電磁気学Ⅱ
（１）

基礎化学Ⅰ
（１）

基礎化学Ⅱ
（１）

基礎物理学実
験（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅰ

（１）

グリーン社会シ
ステム概論Ⅱ

（１）

応用解析学Ⅰ
（１）

応用解析学Ⅱ
（１）

応用解析学Ⅲ
（１）

応用解析学Ⅳ
（１）

材料力学Ⅰ
（１）

材料力学Ⅱ
（１）

流体力学Ⅰ
（１）

流体力学Ⅱ
（１）

金属材料学Ⅰ
（１）

金属材料学Ⅱ
（１）

電気回路学Ⅰ
（１）

電気回路学Ⅱ
（１）

電気回路学Ⅲ
（２）

電気回路学Ⅳ
（２）

電気回路学Ⅴ
（２）

電気磁気学Ⅰ
（２）

電気磁気学Ⅱ
（２）

電気磁気学Ⅲ
（２）

電気システム学実験Ⅰ
（２）

電気システム学
プログラミング（１）

電気製図（２）

基礎数値解析実習（１）

電気システム学実験Ⅱ
（２）

電気システム学実験Ⅲ
（２）

卒業課題研究（８）

科学技術者
倫理（１）

総合環境理工学セミナー
（１）

インターン
シップⅠ
（１）

電気計測システ
ム学Ⅰ（１）

電気計測システ
ム学Ⅱ（１）

電気機器学Ⅰ
（１）

電気機器学Ⅱ
（１）

電力工学Ⅰ
（１）

電力工学Ⅱ
（１）

材料物理学Ⅰ
（１）

材料物理学Ⅱ 
（１）

パワーエレクト
ロニクスⅠ
（１）

パワーエレクト
ロニクスⅡ
（１）

電子回路学Ⅰ
（１）

電子回路学Ⅱ
（１）

電子回路学Ⅲ
（２）

電子物性学
（２）

半導体デバイス
（２）

制御システム学
Ⅰ（１）

制御システム学
Ⅱ（１）

電力システム学
Ⅰ（１）

電力システム学
Ⅱ（１）

電気材料学Ⅰ
（１）

電気材料学Ⅱ
（１）

モビリティ電動
化特論（１）

洋上風力発電学（２）

科目名
（１）

必修科目

科目名
（１）

選択必修科目

科目名
（２）

選択科目

カッコ内は単位数

社会・保健
体育系

キャリア
形成系

数学系

情報系

物理系 化学系

語学系

生物系 地学系

総合系

地球の環境
（１）

グリーンＩＴを
支えるエレクト
ロニクス（１）

環境と健康を支
える生物学
（１）

持続可能な社会
を支える化学

（１）

データサイエンス（2） 機械学習（2）データサイエンスリテ
ラシー概論（１)

電気システム学セミナー(１）

英語
certificate

（１）

基礎英語
（１）

初年次ゼミ
Ⅰ(1)

大学英語Ⅰ
（１）

初年次ゼミ
Ⅱ(1)

大学英語Ⅱ
（１）

大学英語Ⅲ
（１）

大学英語Ⅳ
（１）

大学英語Ⅴ
（１）

大学英語Ⅵ
（１）

※データサイ
エンスリテラ
シー概論(1)を

含む

情報セキュリティ
基礎（１）

情報セキュリティ
実践（１）

ﾃﾞｰﾀ駆動型ｻｲｴ
ﾝｽのﾌﾟﾗｸﾃｨｽ（１）

スポーツ実技Ⅰ（１）

一括認定科目

個別認定
科目

スポーツ理論
Ⅱ（１）
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令和 ６年 ３月 １日 

教育実習受入承諾書 

秋田大学長 殿 

 学校名 秋田大学教育文化学部附属中学校 

 校長名  星   宏 人

 秋田大学が中学校及び高等学校の教員の免許状授与の所要資格を得させるた

めの課程を設置するにあたり，教育実習を本校において実施することを承諾しま

す。 

令和５年５月１日現在の状況 

住所 秋田市保戸野原の町７－７５ 

学級数 １２学級 生徒数  ３８２人 

教員数   ２６人 

（内訳） 
教諭   ２０人 助教諭    ０人 講師    ５人 

養護教諭    １人 養護助教諭 ０人 栄養教諭    ０人 
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                             令和 ６年 ３月 １日 

 

 

 

教育実習受入承諾書 

 

 

 

秋田大学長 殿 

 

 

 

                            学校名   秋田県立秋田高等学校                   

 

                            校長名       柘 植  敏 朗                  

 

 

 

 秋田大学が中学校及び高等学校の教員の免許状授与の所要資格を得させるた

めの課程を設置するにあたり，教育実習を本校において実施することを承諾しま

す。 

 

 

 

令和５年５月１日現在の状況 

住所 秋田県秋田市手形字中台１ 

学級数 ２２学級 生徒数     ８１７  人 

教員数        ６３人 

（内訳） 
教諭     ４９ 人 助教諭    ０人 講師      ８人 

養護教諭   １ 人 養護助教諭 ０人 栄養教諭   ０人 

           他 管理職３、実習助手２ 
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                             令和 ６年 ３月 １日 

 

 

 

教育実習受入承諾書 

 

 

 

秋田大学長 殿 

 

 

 

                            学校名  秋田県立秋田北高等学校  

 

                            校長名  高  橋  周  也     

 

 

 

 秋田大学が中学校及び高等学校の教員の免許状授与の所要資格を得させるた

めの課程を設置するにあたり，教育実習を本校において実施することを承諾しま

す。 

 

 

 

令和５年５月１日現在の状況 

住所 秋田県秋田市千秋中島町８番１号 

学級数 １９学級 生徒数 ６６８人 

教員数          ４７人 

（内訳） 
教諭      ４１人 助教諭    ０人 講師       ６人 

養護教諭    １人 養護助教諭 ０人 栄養教諭    ０人 
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                             令和 ６年 ２月２８日 

 

 

 

教育実習受入承諾書 

 

 

 

秋田大学長 殿 

 

 

 

                            学校名 秋田県立秋田工業高等学校                  

 

                            校長名 佐 藤  隆 史                    

 

 

 

 秋田大学が中学校及び高等学校の教員の免許状授与の所要資格を得させるた

めの課程を設置するにあたり，教育実習を本校において実施することを承諾しま

す。 

 

 

 

令和５年５月１日現在の状況 

住所 秋田市保戸野金砂町３番１号 

学級数 １８学級 生徒数    ６２３     人 

教員数         ６６人(管理職、実習助手等含む) 

（内訳） 
教諭     ４６人 助教諭    ０人 講師       ５人 

養護教諭   １人 養護助教諭 ０人 栄養教諭    ０人 
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企業名 業種 所在地
1 ＡＤＫ富士システム株式会社 情報通信業 秋田市

2 DOWAセミコンダクター秋田株式会社
製造業（電子部品・デバイス・電子回
路製造業）

秋田市

3 NEXCO東日本東北支社秋田管理事務所 その他 秋田市
4 Tianma Japan 株式会社（秋田工場） 製造業（電気機械器具製造業） 秋田市
5 秋田環境測定センター株式会社 その他 秋田市
6 秋田県総合食品研究センター その他 秋田市
7 アルフレッサファインケミカル株式会社 製造業（医薬品） 秋田市
8 株式会社秋田銀行 金融業 秋田市
9 株式会社秋田県分析化学センター その他 秋田市

10 株式会社シグマソリューションズ 情報通信業 秋田市
11 株式会社セーコン 製造業（プラスチック製品製造業） 秋田市
12 株式会社テクノス秋田 情報通信業 秋田市
13 株式会社東北フジクラ 製造業（非鉄金属製造業） 秋田市

14
株式会社ブロードバンドセキュリティ（東北セ
キュリティ診断センター）

情報通信業 秋田市

15
株式会社プロテリアル金属北日本工場 秋田
製造部

製造業（金属製品製造業） 秋田市

16 株式会社ホクシンエレクトロニクス
製造業（電子部品・デバイス・電子回
路製造業）

秋田市

17 国土交通省気象庁秋田地方気象台 その他 秋田市
18 太平化成工業株式会社 製造業（金属製品製造業） 秋田市
19 東北電力ネットワーク株式会社　秋田支社 電気・ガス・熱供給・水道業 秋田市
20 南部医理科株式会社秋田営業所 製造業（医薬品） 秋田市
21 日本新金属株式会社（秋田工場） 製造業（金属製品製造業） 秋田市
22 ユナイテッドリニューアブルエナジー株式会社 電気・ガス・熱供給・水道業 秋田市
23 株式会社ウェンティ・ジャパン 電気・ガス・熱供給・水道業 秋田市
24 株式会社ジェイテクトIT開発センター秋田 情報通信業 秋田市

25
国土交通省東北地方整備局秋田河川国道事
務所

その他 秋田市

26 三菱マテリアル電子化成株式会社 製造業（非鉄金属製造業） 秋田市
27 秋田県庁建設部 その他 秋田市
28 北日本コンピューターサービス株式会社 情報通信業 秋田市
29 （一社）秋田県建設業協会 その他 秋田市
30 （一社）秋田県県土整備コンサルタンツ協会 その他 秋田市

31
DOWAホールディングス株式会社
（ＤＯＷＡメタルマイン株式会社）

製造業（非鉄金属製造業） 秋田市，鹿角郡小坂町

32 ニプロ株式会社（大館工場） 製造業（医薬品） 大館市
33 ニプロファーマ株式会社（大館工場） 製造業（医薬品） 大館市
34 秋田指月株式会社 製造業（電気機械器具製造業） 雄勝郡羽後町
35 ニューロング技研株式会社 製造業（電気機械器具製造業） 北秋田市
36 東電化工業株式会社 製造業（非鉄金属製造業） 大仙市
37 ＴＤＫ株式会社 製造業（電気機械器具製造業） にかほ市
38 秋田化学工業株式会社 製造業（金属製品製造業） にかほ市
39 株式会社ヤマダフーズ 製造業（食料品製造業） 美郷町

40 Orbray株式会社
製造業（電子部品・デバイス・電子回
路製造業）

湯沢市

41 秋田エプソン株式会社 製造業（電気機械器具製造業） 湯沢市

42
エドモンド・オプティクス・ジャパン株式会社秋
田工場

製造業（電子部品・デバイス・電子回
路製造業）

湯沢市

43 光ガラス株式会社 製造業（窯業・土石製品製造業） 湯沢市

企業実習先一覧（秋田県内）

※令和５年度にインターンシップ「受入可」と回答のあった企業。
※インターンシップ実施にあたっては，各学科の進路指導担当教員，学生支援・就職課の就職推進担当が
連携し，企業のインターンシップ担当者と調整のうえ実施する。
※本資料は県内企業のみの一覧であるが，県外企業でのインターンシップ実施も可能としている。
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企業名 業種 所在地

44 秋田新電元株式会社
製造業（電子部品・デバイス・電子回
路製造業）

由利本荘市

45 株式会社三栄機械 製造業（電気機械器具製造業） 由利本荘市
46 株式会社アスター 製造業（電気機械器具製造業） 横手市
47 日発精密工業株式会社　横手工場 製造業（金属製品製造業） 横手市
48 ミネベアミツミ株式会社 製造業（電気機械器具製造業） 潟上市
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学部 学科 コース 学問分野 学科 コース 学部

生命科学科
生命科学
コース

化学系生命科学 応用化学生物学科 生物学コース

45名 45名 生物系生命科学 100名 30名

物質科学科
応用化学
コース

分子化学 有機・高分子化学コース

110名 53名 化学工学 35名

材料理工学
コース

ﾏﾃﾘｱﾙ創成科学 応用化学コース

57名 ﾏﾃﾘｱﾙ機能 35名

電気電子工
学コース

電気ｴﾈﾙｷﾞｰ工学

65名 光・電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ工学 環境数物科学科 数理科学・地球環境学コース

120名 知能情報通信工学 90名 45名

制御ｼｽﾃﾑ工学

人間情報工
学コース

人間情報工学 機能デバイス物理コース

数理科学
コース

離散系数学 45名
315
名

23名 連続系数学

理論物理学

数理環境科学 社会システム工学科

機械工学
コース

航空宇宙ｼｽﾃﾑ 125名 60名

75名 医用ｼｽﾃﾑ工学

120名 環境適合ｼｽﾃﾑ 電気システムコース

土木環境工
学コース

環境構造工学 27名

45名 水環境工学

地盤環境工学 社会基盤コース

福祉環境工学 38名

環境材料工学

環境保全工学

395
名

システムデ
ザイン工学
科

情報データ科学部へ　100名

学　問　分　野　等　対　照　表
（ 理工学部 → 総合環境理工学部 ）

改　組　前 改　組　後

理
工
学
部

総
合
環
境
理
工
学
部

数理・電気
電子情報学
科

教育文化学部
地域文化学科
20名

モビリティコース
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○国立大学法人秋田大学職員就業規則 

(平成 16年 4月 1日規則第 50号) 

改正  
           

平成 25年 3月 29日規則第 50号 平成 26年 9月 30日一部改正 

平成 26年 11月 25日一部改正 平成 27年 9月 16日一部改正 

平成 29年 3月 8日一部改正 平成 29年 3月 17日一部改正 

令和元年 6月 24日一部改正 令和元年 9月 24日一部改正 

令和 2年 6月 22日一部改正 令和 5年 9月 26日一部改正 

   
 

 第 1章 総則 

(目的) 

第 1条 この就業規則(以下「規則」という。)は，労働基準法(昭和 22年法律第 49号。

以下「労基法」という。)第 89条の規定により，国立大学法人秋田大学(以下「大学」

という。)に勤務する職員(以下「職員」という。)の就業に関して，必要な事項を定め

ることを目的とする。 

(職員の種類) 

第 2条 職員の種類は，次のとおりとする。 

(1) 事務系職員(主に事務，図書，労務に従事する者) 

(2) 技術系職員(主に技術(医療系技術を除く。)， 技能に従事する者) 

(3) 教育系職員(主に教育，研究，診療に従事する者) 

(4) 医療系職員(主に薬剤，看護，検査，医療系技術に従事する者) 

(5) 非常勤職員(前各号の一に該当し常時勤務を要しない者) 

(6) 外国人研究員 

(7) 特任教員 

(8) 寄附講座等教員 

(9) 特別教員 

2 この規則は，前項第 1号から第 4号までに掲げる職員（労働契約法（平成 19年法律第

128号）第 18条の規定による期間の定めのない労働契約に転換した職員を含む。）に

適用し，第 5号から第 9号までに掲げる職員の就業については，別に定める。 

(権限の委任) 

第 3条 学長は，この規則に規定する権限の一部を他の職員に委任することができる。 

(法令との関係) 

第 4条 この規則に定めのない事項については，労基法，その他の関係法令及び諸規程の

定めるところによる。 

(就業規則の遵守) 

第 5条 大学及び職員は，この規則を遵守し，誠実に各々その義務を履行しなければなら

ない。 

第 2章 採用・離職等 
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第 1節 通則 

(欠格条項) 

第 6条 次の各号の一に該当する者は，大学の職員に就く能力を有しない。 

(1) 成年被後見人又は被保佐人 

(2) 禁錮以上の刑に処せられ，その執行を終わるまで又は執行を受けることがなくな

るまでの者 

(3) 懲戒解雇又は免職を受け，当該解雇又は免職の日から 2年を経過しない者 

(4) 日本国憲法施行の日以後において，日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力

で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し，又はこれに加入した者 

第 2節 採用 

(採用) 

第 7条 事務系職員及び技術系職員の採用は，競争試験又は選考による。 

2 教育系職員及び医療系職員の採用は，選考による。 

(採用時の必要書類) 

第 7条の 2 職員に採用される者は，採用の際，大学が定める必要書類を提出しなければ

ならない。ただし，大学が提出を要しないと認める場合には，必要書類の一部につい

て提出を省略することができる。 

2 採用時の必要書類について必要な事項は，別に定める「国立大学法人秋田大学職員の

採用時必要書類に関する要項」による。 

(労働条件の明示) 

第 8条 職員の採用及び任期の更新に際しては，採用及び任期の更新をしようとする職員

に対し，あらかじめ，次の事項を記載した文書を交付するものとする。 

(1) 労働契約の期間に関する事項 

(2) 就業の場所及び従事すべき職務に関する事項 

(3) 始業及び終業の時刻，所定労働時間を超える労働の有無，休憩時間，休日並びに

休暇に関する事項 

(4) 給与に関する事項 

(5) 退職に関する事項 

(試用期間) 

第 9条 新たに採用された職員は，採用の日から 6か月間の試用期間を置く。ただし，学

長が必要と認めたときは試用期間を短縮し，又は置かないことがある。 

2 学長は，試用期間中又は試用期間満了の際，引き続き職員として勤務させることが不

適当と認められる者を，解雇することができる。 

3 試用期間は勤続年数に通算する。 

第 3節 評価 

(人事評価) 
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第 9条の 2 職員の人材育成を図るため，人事評価を実施する。 

2 前項の人事評価の実施に関し，必要な事項は別に定める。 

第 4節 昇任及び降任等 

(昇任) 

第 10条 職員の昇任は，選考による。 

2 前項の選考は，その職員の勤務実績に基づいて行う。 

3 第 9条の規定は，昇任した職員について準用する。この場合において，同条第 1項中

「新たに採用された」とあるのは「昇任した」と，「採用の日」とあるのは「昇任の

日」と，同条第 2項中「解雇する」とあるのは「昇任前の職に就かせる」と読み替え

るものとする。 

(降任等) 

第 11条 職員が，次に掲げる場合においては，これを降任又は降給することができる。 

(1) 勤務実績がよくない場合 

(2) 心身の故障のため職務の遂行に支障がある場合 

(3) その他その職に必要な適格性を欠く場合 

(管理職員勤務上限年齢による降任) 

第 11条の 2 管理職員(職員給与規程第 23条に規定する管理職手当の支給を受ける職員

(これらの職員のうち，教育系職員就業規程第 2条第 1項第 1号に規定する大学教員を

除く。)をいう。以下同じ。)で管理職員勤務上限年齢に達している職員は，異動日(当

該管理職員勤務上限年齢に達した日以後における最初の 4月 1日。以下同じ。)(第 11

条の 4第 1項及び第 2項の規定により延長された異動日を含む。以下同じ。)に，非管

理職員(管理職員以外の職員。以下同じ。)へ降任をするものとする。 

2 前項の管理職員勤務上限年齢は，満 60歳とする。 

(管理職員勤務上限年齢による降任の特例) 

第 11条の 3 非管理職員へ降任をすべき管理職員について，次に掲げる事由があると認

めるときは，当該管理職員に係る異動日から起算して 1年を超えない期間内で，当該

異動日を延長し，引き続き管理職員として勤務をさせることができる。 

(1) 当該管理職員の職務の遂行上の特別の事情を勘案して，非管理職員への降任によ

り業務の運営に著しい支障が生ずると認められる事由として学長が認める事由 

(2) 当該管理職員の職務の特殊性を勘案して，非管理職員への降任により，当該管理

職員等の欠員の補充が困難となることにより業務の運営に著しい支障が生ずると認

められる事由として学長が認める事由 

2 前項又はこの項の規定により異動日(これらの規定により延長された異動日を含む。)

が延長された管理職員について，前項各号に掲げる事由が引き続きあると認めるとき

は，延長された当該異動日から起算して 1年を超えない期間内で延長された異動日を

更に延長することができる。 
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3 前二項に定めるもののほか，これらの規定による異動日(これらの規定により延長され

た異動日を含む。)の延長及び当該延長に係る職員の降任に関し，必要な事項は別に定

める。 

第 5節 異動 

(異動又は出向) 

第 12条 職員は，業務上の必要により就業する場所若しくは従事する職務を変更され又

は出向を命ぜられることがある。 

2 前項の規定により異動又は出向を命ぜられた職員は，正当な理由がない限り拒むこと

はできない。 

3 前項の出向について必要な事項は，別に定める「国立大学法人秋田大学職員の出向に

関する規程」による。 

第 6節 休職 

(休職) 

第 13条 職員が，次の各号の一に該当する場合には，これを休職にすることができる。 

(1) 心身の故障のため，長期の休養を要する場合 

(2) 刑事事件に関し起訴された場合 

(3) 職務に関連があると認められる学術に関する研究又は指導に従事する場合 

(4) 共同して行う研究，又は国の委託を受けて行われる研究に従事する場合 

(5) 研究成果活用企業の役員(監査役を除く。)，顧問又は評議員の職を兼ねる場合に

おいて，大学の職務に従事することができないとき。 

(6) 国際機関，外国政府の機関等からの要請に基づいて職員を派遣する場合 

(7) 水難，火災その他の災害により，生死不明又は所在不明となった場合 

 (8) 削除 

(9) 労働組合の業務に専従する場合 

(10) その他特別の事情があり，学長が休職を相当と認める場合 

2 第 9条第 1項の規定による試用期間中の職員については，前項の規定を適用しない。 

(休職の期間) 

第 14条 前条第 1項第 1号，第 3号から第 5号まで，第 7号及び第 10号の休職の期間は，

必要に応じ，いずれも 3年を超えない範囲内で学長が定める。この休職の期間が 3年に

満たない場合においては，休職した日から引き続き 3年を超えない範囲内において，

これを更新することができる。 

2 前条第 1項第 2号の休職の期間は，その事件が裁判所に係属する期間とする。 

3 前条第 1項第 6号及び第 9号の休職の期間は，必要に応じ，いずれも 5年を超えない

範囲内で学長が定める。この期間が 5年に満たない場合においては，休職した日から

引き続き 5年を超えない範囲内において，これを更新することができる。 
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4 前条第 1項第 3号から第 5号までの休職期間が引き続き 3年に達する際，特に必要が

あると学長が認めたときは，2年を超えない範囲内において，休職の期間を更新するこ

とができる。この更新した休職の期間が 2年に満たない場合においては，学長は，必

要に応じ，その期間の初日から起算して 2年を超えない範囲内において，再度これを

更新することができる。 

5 学長は，特に必要があると認めたときは，第 1項の規定にかかわらず，前条第 1項第

4号の休職の期間を 3年を超え 5年を超えない範囲内において定めることができる。こ

の休職の期間が 5年に満たない場合においては，学長は，必要に応じ，休職した日か

ら引き続き 5年を超えない範囲内において，これを更新することができる。 

6 前 2項の規定による前条第 1項第 4号の休職及び第 5項の規定による前条第 1項第 5

号の休職の期間が引き続き 5年に達する際，やむを得ない事情があると学長が認めた

ときは，必要に応じ，これを更新することができる。 

(休職の手続) 

第 15条 職員を休職する場合には，事由を記載した説明書を交付して行うものとする。

ただし，職員からの同意書の提出があったときは，この限りでない。 

(復職) 

第 16条 学長は，第 13条第 1項各号に掲げる休職事由が消滅したと認めた場合には，職

務に復職させるものとする。なお同条第 1項第 1号に該当して休職されている職員の休

職期間満了前の復職は，原則として医師の診断の結果に基づいて行うものとする。 

2 前項の場合，学長は，心身の条件その他を考慮し，休職前の職務以外の職務に就かせ

ることがある。 

(休職中の身分等) 

第 17条 休職者は，職員としての身分を保有するが，職務に従事しない。 

2 休職者は，その休職の期間中，給与を受けない。ただし，「国立大学法人秋田大学職

員給与規程」に定めるところにより，給与を受ける場合がある。 

第 7節 退職及び解雇 

(退職) 

第 18条 職員は，次に掲げるときは，退職し，職員としての身分を失う。 

(1) 退職を願い出て学長から承認されたとき。 

(2) 定年に達したとき。 

(3) 期間を定めて雇用されている職員が，その期間を満了したとき。 

(4) 第 14条に規定する休職期間が満了し，休職事由がなお消滅しないとき。 

(5) 大学の役員に就任したとき。 

(6) 死亡したとき。 

(自己都合による退職) 
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第 19条 職員は，自己の都合で退職しようする場合は，退職を希望する日の 30日前まで

に，退職願を提出しなければならない。ただし，やむを得ない事由により 30日前まで

に退職願を提出できない場合は，14日前までにこれを提出しなければならない。 

2 職員は，退職願を提出しても，退職するまでは職務に従事しなければならない。 

(定年) 

第 20条 職員は，定年に達したときは，定年に達した日以後における最初の 3月 31日

(以下「定年退職日」という。)に退職するものとする。 

2 前項の定年は，満 65歳とする。 

(定年による退職の特例) 

第 21条 定年に達した職員(教育系職員を除く。)が前条第 1項の規定により退職すべき

こととなる場合において，次に掲げる事由があると認めるときは，同条第 2項の規定

にかかわらず，当該職員に係る定年退職日の翌日から起算して 1年を超えない範囲内

で期限を定め，当該職員を当該定年退職日において従事している職務に従事させるた

め，引き続き勤務させることができる。 

(1) 前条第 1項の規程により退職すべきこととなる職員の職務の遂行上の特別の事情

を勘案して，当該職員の退職により業務の運営に著しい支障が生ずると認められる

事由として学長が認める事由 

(2) 前条第 1項の規程により退職すべきこととなる職員の職務の特殊性を勘案して，

当該職員の退職により，当該職員の欠員の補充が困難となることにより業務の運営

に著しい支障が生ずると認められる事由として学長が認める事由 

2 前項の期限又はこの項の規定により延長された期限が到来する場合において，前項各

号に掲げる事由が引き続きあると認めるときは，これらの期限の翌日から 1年を超え

ない範囲内で期限を延長することができる。ただし，当該期限は，当該職員に係る定

年退職日の翌日から起算して 3年を超えない範囲内で更新することができる。 

3 前二項に定めるもののほか，これらの規定による勤務に関し必要な事項は，別に定め

る。 

(定年前再雇用等) 

第 22条 満 60歳に達した日以後における最初の 3月 31日以降にこの規則により退職を

した者の定年前再雇用及び第 20条の規定により退職した者又は前条の規定により勤務

した後退職した者の暫定再雇用については，「国立大学法人秋田大学職員の定年前再

雇用等に関する規程」による。 

(任期付雇用) 

第 23条 任期を付して雇用される職員の任期に関する事項は，別に定める。 

(当然解雇) 

第 24条 職員が第 6条のいずれかに該当するに至った場合は，これを解雇する。 

(解雇) 
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第 25条 職員が，次に掲げる場合においては，これを解雇することができる。 

(1) 勤務実績が著しく不良で，改善の見込みがなく，職員としての職責を果たし得な

い場合 

(2) 心身の故障のため職務の遂行に著しい支障があり，又はこれに堪えない場合 

(3) 勤務成績又は業務能率が著しく不良で，向上の見込みがなく，他の職務にも転換

できない等就業に適さない場合 

(4) 事業の運営上又は天災事変その他これに準ずるやむを得ない事由により，事業の

縮小又は部門の閉鎖等を行う必要が生じ，かつ，他の職務への転換が困難な場合 

(5) 外部資金の受入終了やプロジェクト事業の業務の完了等の事由により，業務を終

了せざるを得ない場合 

(解雇の制限) 

第 26条 前条の規定にかかわらず，次の各号のいずれかに該当する期間は解雇しない。

ただし，第 1号の場合において療養開始後 3年を経過しても負傷又は疾病がなおらず労

基法第 18条の規定によって打切補償を支払うときは，この限りでない。 

(1) 業務上負傷し，又は疾病にかかり療養のため休業する期間及びその後 30日間 

(2) 産前産後の女性職員が，労基法第 65条の規定により休業する期間及びその後 30

日間 

(解雇予告) 

第 27条 第 25条の規定により職員を解雇するときは，30日前までに予告するか，又は

平均賃金の 30日分以上の解雇予告手当を支払わなければならない。ただし，試用期間

中の職員(14日を超えて引き続き雇用された者を除く。)を解雇するときは，この限り

でない。 

(退職証明書) 

第 28条 学長は，退職し又は解雇された職員が，退職証明書の交付を希望した場合は，

遅滞なくこれを交付する。 

2 前項の証明書に記載する事項は次のとおりとする。ただし，証明書には，退職又は解

雇された職員の請求しない事項を記入してはならない。 

(1) 雇用期間 

(2) 職務の種類 

(3) 当該事業における地位 

(4) 給与 

(5) 退職の事由又は解雇の事由 

第 8節 期間の定めのない労働契約への転換 

(期間の定めのない労働契約への転換) 

第 28条の 2 「国立大学法人秋田大学職員の任期に関する規程」第 2条第 2号により任

期を定めて雇用されている者のうち，平成 25年 4月 1日以後に大学との間で契約され
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た期間の定めのある労働契約(以下「有期労働契約」という。)の契約期間を通算した期

間(労働契約法(平成 19年法律第 128号)第 18条第 2項により通算契約期間に算入しな

いこととされている期間は除く。)が 5年を超えるものであって，期間の定めのない労

働契約(以下「無期労働契約」という。)への転換を希望する者は，別に定める「秋田大

学無期労働契約への転換の申込み手続に関する取扱要項」により，無期労働契約への

転換を申込むことができる。 

2 前項の規定により無期労働契約に転換した場合，就業規則については，引き続きこの

規則が適用され，労働条件については，現に契約している有期労働契約の労働条件と

同一の労働条件(労働契約の期間を除く。)とする。ただし，職員の同意を得た場合は，

この限りでない。 

第 3章 給与等 

(給与) 

第 29条 職員(年俸制の適用を受ける職員(次項において「年俸制適用職員」という。)を

除く。)の給与について必要な事項は，別に定める「国立大学法人秋田大学職員給与規

程」による。 

2 年俸制適用職員の給与について必要な事項は，別に定める「国立大学法人秋田大学年

俸制適用教員給与規程」及び「国立大学法人秋田大学年俸制適用外国人教員給与規程」

による。 

(退職手当) 

第 30条 職員が退職又は死亡した場合に支給する退職手当については，別に定める「国

立大学法人秋田大学職員退職手当規程」による。 

第 4章 服務 

(誠実義務) 

第 31 条 職員は，大学の業務の公共性を自覚し，誠実に職務を遂行しなければならない。 

(職務専念義務) 

第 32条 職員は，この規則又は関係法令の定める場合を除いては，大学がなすべき責を

有する職務に専念しなければならない。 

(職務専念義務免除期間) 

第 33条 職員は，次の各号の一に該当するときは，前条に規定する職務専念の義務を免

除される。 

(1) 勤務時間内に組合交渉に参加することを承認された期間 

(2) 雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律(昭和 47年

法律第 113号。以下「均等法」という。)第 12条の規定に基づき，勤務時間内に保健

指導又は健康診査を受けることを承認された期間 

(3) 均等法第 13条の規定に基づき，通勤緩和，休憩又は休業により勤務しないことを

承認された期間 
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(4) その他学長が必要と認めた期間 

(遵守事項) 

第 34条 職員は，次に掲げる行為を行ってはならない。 

(1) 職務を遂行するに際し，法令，この規則若しくは附属する諸規程に反し，又は上

司の職務上の命令に反すること。 

(2) 職場の内外を問わず，大学の名誉を傷つけ，又は信用を失墜させる行為を行うこ

と。 

(3) 職務上知ることのできた秘密を漏らすこと。その職を退いた後といえども同様で

あること。 

(4) 大学の敷地及び施設内(次号において「構内」という。)で，選挙運動その他の政

治的行為を行うこと。 

(5) 学長の許可なく，構内で営利を目的とする金品を貸借し，物品の売買を行うこと。 

(6) 大学の秩序又は規律を乱す行為を行うこと。 

(7) その他大学の業務の運営に支障をきたす行為を行うこと。 

(特定個人情報及び個人情報の保護) 

第 34条の 2 職員は，職務に関する情報の管理に十分注意を払うとともに，自らの職務

に関係のない特定個人情報及び個人情報を不当に取得してはならない。 

2 職員は，職務上知ることのできた特定個人情報及び個人情報を，職務の範囲を超えて，

大学内外を問わず他人に提示・利用・提供させてはならない。 

3 特定個人情報及び個人情報の取扱いについて必要な事項は，別に定める「国立大学法

人秋田大学特定個人情報取扱規程」及び「国立大学法人秋田大学個人情報保護規程」

による。 

(職員の倫理) 

第 35条 職員の倫理について，遵守すべき職務に係る倫理原則及び倫理の保持を図るた

めに必要な事項については，別に定める「国立大学法人秋田大学職員倫理規程」によ

る。 

(ハラスメントの防止) 

第 36条 職員は，ハラスメントを行ってはならない。 

2 ハラスメントの防止等に関する措置は，別に定める「国立大学法人秋田大学における

ハラスメントの防止等に関する規程」(以下「ハラスメント防止等規程」という。)によ

る。 

3 職員は，ハラスメント防止等規程第 9条に定める調査委員会の行う事情聴取及び調査

に協力しなければならない。 

(兼業の制限) 

第 37条 職員は，学長の許可を受けた場合でなければ，兼業を行うことができない。 
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2 職員の兼業について必要な事項は，別に定める「国立大学法人秋田大学兼業規程」に

よる。 

第 5章 職務発明等 

(職務発明等) 

第 38条 職員の発明等について必要な事項は，別に定める「国立大学法人秋田大学発明

等規程」による。 

第 6章 勤務時間等 

(勤務時間等) 

第 39条 職員の勤務時間，休日，休暇等について必要な事項は，別に定める「国立大学

法人秋田大学の職員の勤務時間等に関する規程」による。 

(育児休業) 

第 40条 職員は，学長に申し出ることにより，3歳に満たない子を養育するため，育児

休業をすることができる。 

2 育児休業について必要な事項は，別に定める「国立大学法人秋田大学職員の育児休業

等に関する規程」による。 

(介護休業) 

第 41条 職員は，学長に申し出ることにより，その要介護状態にある対象家族を介護す

るため，介護休業をすることができる。 

2 介護休業について必要な事項は，別に定める「国立大学法人秋田大学職員の介護休業

等に関する規程」による。 

(自己啓発等休業) 

第 41条の 2 職員としての在職期間が 2年以上である職員は，学長の承認を得て，大学

等における修学又は国際貢献活動のための休業(以下「自己啓発等休業」という。)をす

ることができる。 

2 自己啓発等休業について必要な事項は，別に定める「国立大学法人秋田大学職員の自

己啓発等休業に関する規程」による。 

(配偶者同行休業) 

第 41条の 3 職員は，学長の承認を得て，外国での勤務等の事由により外国に住所又は

居所を定めて滞在するその配偶者と，当該住所又は居所において生活を共にするため

の休業(以下「配偶者同行休業」という。)をすることができる。 

2 配偶者同行休業について必要な事項は，別に定める「国立大学法人秋田大学職員の配

偶者同行休業に関する規程」による。 

第 7章 研修 

(研修) 

第 42条 職員は，職務に関する必要な知識及び技能を向上させるため，研修に参加する

ことを命ぜられた場合には，研修を受けなければならない。 
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2 職員の研修について必要な事項は，別に定める「国立大学法人秋田大学職員研修規程」

による。 

第 8章 賞罰 

第 1節 表彰 

(表彰) 

第 43条 職員が，次に掲げる場合においては，これを表彰する。 

(1) 業務成績の向上に多大な功労があった場合 

(2) 職務上顕著に有益な創意工夫又は改善を行った場合 

(3) 大学の名誉となり，又は他の職員の模範となる善行を行った場合 

(4) その他特に表彰に値する行為があった場合 

2 前項各号に掲げる表彰について必要な事項は，別に定める「国立大学法人秋田大学職

員表彰実施規程」による。 

3 前項の規定にかかわらず，永年勤続に係る表彰について必要な事項は，別に定める

「国立大学法人秋田大学永年勤続者表彰規程」による。 

第 2節 懲戒 

(懲戒) 

第 44条 職員が，次に掲げる場合においては，これを懲戒することができる。 

(1) 故意又は重大な過失により大学に損害を与えた場合 

(2) 遅刻，早退を繰り返し，又は長期にわたり欠勤するなど勤務を怠った場合 

(3) 刑法上の犯罪に該当する行為を行った場合 

(4) 重大な経歴詐称をした場合 

(5) その他前各号に準ずる行為があった場合又はこの規則若しくは附属する諸規程に

違反した場合 

(懲戒の種類) 

第 45条 懲戒の種類は次のとおりとする。 

(1) 戒告(将来を戒める懲戒をいう。) 

(2) 減給(給与を減額する懲戒をいう。この場合において，1回の減給額は，平均賃金

の 1日分の 2分の 1を超えないものとし，減給総額は当該月の給与総額の 10分の 1

を超えないものとする。) 

(3) 停職(6月以内の期間を定めて出勤を停止し，その間の給与は支給しない懲戒をい

う。) 

(4) 諭旨退職(退職届を提出するよう勧告し，10日以内に退職しないときは，次号の

懲戒解雇とする懲戒をいう。) 

(5) 懲戒解雇(予告期間を設けることなく即時に解雇する懲戒をいう。この場合におい

て，所轄労働基準監督署の認定を受けたときは，第 27条に規定する解雇予告手当は

支給しない。) 
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2 戒告，減給，又は停職の場合は，始末書を提出させる。 

3 職員の懲戒について必要な事項は，別に定める「国立大学法人秋田大学教育研究評議

会が行う審査に関する規程」による。 

(訓告等) 

第 46条 第 44条各号のいずれかに該当する場合で，前条の規定による懲戒を行うに至ら

ない程度であるときは，その将来を戒めるため訓告，厳重注意を文書等により行うこ

とができる。 

(損害賠償) 

第 47条 職員が故意又は重大な過失によって大学に損害を与えた場合は，その損害の全

部又は一部を賠償させることがある。 

第 9章 安全衛生 

(安全・衛生管理) 

第 48条 職員は，安全，衛生及び健康確保について，労働安全衛生法(昭和 47年法律第

57号)及びその他の関係法令のほか，学長の指示を守るとともに，大学が行う安全，衛

生に関する措置に協力しなければならない。 

2 学長は，職員の心身の健康増進と危険防止のために必要な措置をとらなければならな

い。 

3 職員の安全，衛生管理及び健康確保について必要な事項は，別に定める「国立大学法

人秋田大学職員安全衛生管理規程」による。 

第 10章 出張 

(出張) 

第 49条 職員は，職務上必要がある場合は，出張を命ぜられることがある。 

2 出張を命ぜられた職員が帰任したときは，速やかに，学長に報告しなければならない。 

(旅費) 

第 50条 出張を命ぜられた職員の旅費に関して必要な事項は，別に定める「国立大学法

人秋田大学旅費規程」による。 

第 11章 福利・厚生 

(宿舎利用基準) 

第 51条 職員の宿舎の利用については，「国立大学法人秋田大学宿舎規程」及びその他

の関係法令の定めるところによる。 

第 12章 災害補償 

(業務災害) 

第 52条 職員の業務上の負傷，疾病，障害又は死亡に関する保険給付は，労働者災害補

償保険法(昭和 22年法律第 50号)(次条において「労災法」という。)第 12条の 8第 1

項の規定により，次のとおりとする。 

(1) 療養補償給付 
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(2) 休業補償給付 

(3) 障害補償給付 

(4) 遺族補償給付 

(5) 葬祭料 

(6) 傷病補償年金 

(7) 介護補償給付 

(通勤災害) 

第 53条 職員の通勤による負傷，疾病，障害又は死亡に関する保険給付は，労災法第 21

条の規定により，次のとおりとする。 

(1) 療養給付 

(2) 休業給付 

(3) 障害給付 

(4) 遺族給付 

(5) 葬祭給付 

(6) 傷病年金 

(7) 介護給付 

附 則 

(施行期日) 

1 この規則は，平成 16年 4月 1日から施行する。 

(経過措置) 

2 施行日の前日から引き続き在職する職員であって，次の表の第 1欄に掲げるこの規則

の適用に際しては，同表の第 2欄に掲げる法令の効果を継承する。 

この規則の規定 他の法令の規定 

第 9条第 1項(試用期間) 国家公務員法(昭和 22年法律第 120号)第 59条第 1項 

第 10条第 3項(昇任) 国家公務員法第 59条第 1項 

第 13条(休職)第 1項   

 第 1号(病気休職) 国家公務員法第 79条第 1号 

 第 2号(起訴休職) 国家公務員法第 79条第 2号 

 第 3号(研究休職) 人事院規則 11－4(職員の身分保障)第 3条第 1項第 1号 

 第 4号(共同研究休職) 人事院規則 11－4第 3条第 1項第 2号 

 第 5号(役員兼業休職) 人事院規則 11－4第 3条第 1項第 3号 

 第 6号(派遣休職) 人事院規則 18－0(職員の国際機関等への派遣)第 7条 

 第 7号(災害行方不明休職) 人事院規則 11－4第 3条第 1項第 5号 

 第 9号(専従休職) 国家公務員法第 108条の 6第 1項ただし書き 

第 45条(懲戒の種類)第 1項   
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 第 2号(減給) 人事院規則 12－0(懲戒)第 3条 

 第 3号(停職) 人事院規則 12－0第 2条 

3 施行日の前日から引き続き在職する職員に，施行日前において国家公務員法第 82条第

1項各号に掲げる事由に該当する行為があった場合には，この規則に定める懲戒を行う

ことができる。 

附 則 

 
 

この規則は，平成 17年 4月 1日から施行する。 

附 則 

 
 

この規則は，平成 18年 4月 1日から施行する。 

附 則 

 
 

この規則は，平成 18年 4月 12日から施行する。 

附 則 

 
 

この規則は，平成 19年 4月 1日から施行する。 

附 則 

 
 

この規則は，平成 19年 5月 9日から施行する。 

附 則 

 
 

この規則は，平成 20年 4月 1日から施行する。 

附 則 

 
 

この規則は，平成 20年 9月 10日から施行する。 

附 則 

 
 

この規則は，平成 20年 10月 8日から施行する。 

附 則 

 
 

この規則は，平成 20年 12月 10日から施行する。 

附 則 

 
 

この規則は，平成 21年 4月 1日から施行する。 

附 則 

 
 

この規則は，平成 22年 4月 1日から施行する。 
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附 則 

 
 

この規則は，平成 23年 11月 22日から施行し，平成 23年 10月 1日から適用する。 

附 則(平成 25年 3月 29日規則第 50号) 

 
 

この規則は，平成 25年 4月 1日から施行する。 

附 則(平成 26年 9月 30日一部改正) 

 
 

この規則は，平成 26年 10月 1日から施行する。 

附 則(平成 26年 11月 25日一部改正) 

 
 

この規則は，平成 27年 1月 1日から施行する。 

附 則(平成 27年 9月 16日一部改正) 

 
 

この規則は，平成 27年 10月 1日から施行する。 

附 則(平成 29年 3月 8日一部改正) 

 
 

この規則は，平成 29年 3月 8日から施行する。 

附 則(平成 29年 3月 17日一部改正) 

 
 

この規則は，平成 29年 4月 1日から施行する。 

附 則(令和元年 6月 24日一部改正) 

 
 

この規則は，令和元年 6月 24日から施行する。 

附 則(令和元年 9月 24日一部改正) 

 
 

この規則は，令和元年 10月 1日から施行する。 

附 則(令和 2年 6月 22日一部改正) 

 
 

この規則は，令和 2年 6月 22日から施行し，令和 2年 5月 14日から適用する。 

附 則(令和 5年 9月 26日一部改正) 

 
 

1 この規則は，令和 5年 9月 26日から施行する。 

2 令和 5年 4月 1日から令和 13年 3月 31日までの間における第 20条第 2項の規定の適

用については，次の表の左欄に掲げる期間の区分に応じ，同項中「満 65歳」とあるの

はそれぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

令和 5年 4月 1日から令和 7年 3月 31日まで 満 61歳 

令和 7年 4月 1日から令和 9年 3月 31日まで 満 62歳 
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令和 9年 4月 1日から令和 11年 3月 31日まで 満 63歳 

令和 11年 4月 1日から令和 13年 3月 31日まで 満 64歳 

3 令和 5年 4月 1日から令和 13年 3月 31日までの間における改正前の職員就業規則第 2

0条第 2項第 3号に掲げる職員に対する第 20条第 2項の規定の適用については，前項

の規定にかかわらず，次の表の左欄に掲げる期間の区分に応じ，同項中「満 65歳」と

あるのはそれぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

令和 5年 4月 1日から令和 7年 3月 31日まで 満 63歳 

令和 7年 4月 1日から令和 9年 3月 31日まで 満 63歳 

令和 9年 4月 1日から令和 11年 3月 31日まで 満 63歳 

令和 11年 4月 1日から令和 13年 3月 31日まで 満 64歳 
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総合環境理工学部のキャリアサポート

社 会での活躍

継
続
的
な
情
報
提
供

●自分の将来の進路をイメージ

●キャリアパスの理解と就職活動
に向けた準備

●卒業後のキャリアパス形成へ
のスムーズな移行

１年次

２年次
３年次

４年次

◎初年次ゼミ（必修）
・社会において人と関わって生きていく術を学ぶ
ため，まずは，コミュニケーション能力を磨きま
す。卒業後の自分の将来像を設定し，そのために
在学中に学ぶことを明確にします。

◎進路指導担当教員の配置
◎各コースによる就職ガイダンスの実施
◎企業からの求人情報の提供
◎インターンシップによる企業体験
◎OB・OGによる会社説明会の実施
・２年次では，自分の将来像（目標）に向かって
学習の進捗状況を確認します。コース配属後は専
門教育科目で学ぶべきことを明確にします。社会
人による講演，企業訪問等でアドバイスを受ける
機会を設けます。
・３年次では，引き続き自分の将来像（目標）に
向かって学習の進捗状況を確認します。体験型イ
ンターンシップに行き現場を経験します。就活マ
ナー等の指導を受けます。

◎企業への推薦
◎面接指導 ＜就職資料室＞

各学科・コースに就職資料室等を設置
して，求人情報，会社案内，会社説明会
の案内等の情報提供を行います。さらに，
大学院への進学希望者には，専門的な知
識を得るための大学院の説明や紹介を行
います。

＜進路指導担当教員＞
３・４年次においては，各学科・コー

スの専門性を考慮して，コースごとに進
路指導担当教員を配置します。各学科就
職ガイダンスの開催，企業からの求人情
報やインターンシップ情報の提供，OB・
OG等による会社説明会の開催，面接指導
等，就職に関する全般にわたって支援を
行います。

＜初年次ゼミ＞
教養基礎教育における「初年次ゼミ

Ⅰ・Ⅱ」（必修）は，新入生に向けた大
学での学習や生活のオリエンテーション，
ケア等を目的に開講されるもので，高校
と大学の違い，カリキュラム，学習計画
の立て方等の他，情報倫理や情報セキュ
リティに関する基礎教育，安全講習等を
行います。また，キャリア教育として，
職業観育成や大学院進学のメリット等に
関する講義に加え，グループワークによ
り，与えられたテーマに対し，入学間も
ない学生がお互いに協力しながら，また
学科教員と親睦を深めながら取り組む時
間を設定しています。この他，教養基礎
教育のキャリア教育に関係する科目とし
ては「キャリアデザイン基礎」（選択），
「起業力養成ゼミナール」（選択）など
があります。

入学から卒業までの一貫したフォローアップ
総合環境理工学部では，学生が卒業後に社会で活躍できるよう，積極的かつ丁寧な進路指導を行います。

学部による支援 全学による支援

◎就職相談
◎就職情報の収集・提供
◎インターンシップ窓口
◎就職ガイダンス・業界研究セ
ミナー等の実施
◎学内企業説明会の実施
◎ＯＢ･ＯＧによる就活トーク
セッションの実施
◎就活マナーの指導

◎履歴書やエントリーシート
の添削
◎面接対策の支援

◎冊子「就職支援ガイド」発行
◎就職ガイダンスの実施
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